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　令和5年12月５日に、さくら湯で干し柿作りが行われま
した。株式会社パストラル（鹿本町来民）の市原幸

ゆき
夫
お
代表取

締役が豊前街道のにぎわいにつなげるものをつくりたいと
いう思いから実施されました。この日は千個の柿の皮をむ
き、手作りの柿棚に吊し、さくら湯に展示されました。

今月の表紙　さくら湯で干し柿作り
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上記の筆文字
「やまが」を書いた
子どもたちを
紹介する
コーナーです

　将来の夢は、フランス料理を作れる一流シェフになるこ
とです。お父さんが料理を作っている姿を見て目指したい
と思うようになりました。また野球が好きで、友達とキャッ
チボールなどの練習をがんばっています。

田中　友
ゆ う

策
さ く

さん
鹿北小学校６年生

　実施予定のイベントに変更が生じる場合が
あります。主催の問い合わせ先に確認いただく
か、山鹿市ホームページなどで確認ください。

問情報政策課  ☎（43）1118

　市が発信する行政情報を取得できる他、家族や友人、行政区
や各種グループでの情報共有ができます。
※�緊急情報の発信の他、防災情報も充実しています。日頃の
「備え」として、活用をお願いします。

●出前講座  実施中●

地域コミュニケーションアプリ

　「やまがメイト」で検索、
または上記二次元コードを
読み込んでください。

「もしも」の前にダウンロード！

防災行政無線の放送内容を聞くことができます。
※放送後24 時間以内　※通話料有料

問防災監理課  ☎（43）1113☎（41）9077☎（41）9077
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令和５年 11 月 18 日・19 日に第 44 回かほく
まつりが開催され、さまざまなイベントに多く
の人が訪れて楽しんでいました。

₁吉永フラ・タヒチアンダンススクール₂₈丸太トラ
イアスロン大会₃鹿北茶山唄踊り₄鹿北太極拳₅農
林産物及び加工食品品評会₆まほろば太鼓₇ふくも
ちまき₉映画上映会とトークショー

₁₂
₃₄₅

₆

₇₈
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大盛況！！



新年のごあいさつ

力
強
く
着
実
に
前
へ
　

〜
市
民
が
誇
れ
る
山
鹿
市
を
目
指
し
て
〜

山
鹿
市
長  

早は
や

田た 

順じ
ゅ
ん

一い
ち

　
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
す
が

す
が
し
い
気
持
ち
で
新
春
を
お
迎
え

の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
日
頃
か
ら
市
政
運
営
に
格

別
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
こ
と
に
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
熊
本
県
で
は
台
湾
の
世
界

的
な
半
導
体
企
業
で
あ
る
T
S
M
C

の
進
出
を
機
に
、
シ
リ
コ
ン
ア
イ
ラ
ン

ド
九
州
の
再
興
に
向
け
て
産
学
官
が

連
携
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が

急
速
に
進
ん
で
い
ま
す
。

　
本
市
に
お
い
て
は
、
T
S
M
C

関
連
企
業
の
進
出
を
見
据
え
た
新
た

な
工
業
団
地
や
住
宅
用
地
の
確
保
に

つ
い
て
、
候
補
地
の
選
定
を
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
そ
う
し
た
中
、

昨
年
は
７
月
に
約
10
年
交
流
を
深
め

て
き
た
沖
縄
県
宮
古
島
市
と
友
好
都

市
を
締
結
し
、
文
化
や
経
済
な
ど
に

お
い
て
今
後
も
積
極
的
に
交
流
を
進

め
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
合
い
ま
し

た
。
8
月
に
は
山
鹿
灯
籠
ま
つ
り
が

完
全
復
活
の
か
た
ち
で
開
催
さ
れ
、

約
13
万
人
の
お
客
様
を
お
迎
え
す
る

こ
と
が
で
き
、
各
地
域
で
開
催
さ
れ

た
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
も
本
来
の
に
ぎ

わ
い
が
戻
り
、
多
く
の
皆
さ
ま
と
笑

顔
の
交
流
が
で
き
ま
し
た
こ
と
は
、

ま
さ
に
コ
ロ
ナ
禍
の
閉
塞
感
か
ら
の

復
活
を
象
徴
す
る
も
の
と
な
り
ま
し

た
。
実
行
委
員
会
を
は
じ
め
、
関
係

者
の
皆
さ
ま
の
ご
尽
力
に
改
め
て
感

謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
茨
城
県
笠か

さ

間ま

市
で
開
催
さ

れ
た
全
国
モ
ン
ブ
ラ
ン
大
会
で
は
、

パ
テ
ィ
ス
リ
ー
の
な
か
さ
ん
の
「
や

ま
が
和
栗
」
を
使
っ
た
「
バ
ラ
の
モ

ン
ブ
ラ
ン
」
が
優
勝
に
輝
き
、
他
に

も
城
北
高
校
の
チ
ア
ダ
ン
ス
部
が
世

界
大
会
で
優
勝
、ア
ジ
ア
大
会
で
は
、

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
の
尾
﨑
佳か

奈な

選
手
、

野
球
の
池
田
聖し

ょ
う
ま摩
選
手
の
活
躍
な
ど

う
れ
し
い
知
ら
せ
が
届
き
ま
し
た
。

　
市
政
の
動
き
と
し
ま
し
て
は
、
や

ま
が
未
来
創
造
塾
の
開
設
、
あ
い
の

り
タ
ク
シ
ー
の
拡
充
、
八
幡
小
学
校

屋
内
運
動
場
の
起
工
（
こ
と
し
使
用

開
始
予
定
）、
2
つ
の
廃
校
の
民
間

活
用
、
山
鹿
消
防
署
東
分
署
の
落
成

な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。
11
月
に
は
、

県
北
観
光
協
議
会
に
よ
る
台
湾
で
の

ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
に
参
加
し
ま
し
た

が
、
直
接
台
湾
の
皆
さ
ま
の
活
気
と

情
熱
に
触
れ
る
と
と
も
に
本
市
に
対

す
る
関
心
の
高
さ
を
感
じ
、
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
観
光
の
重
要
性
を
再
認
識
し

た
と
こ
ろ
で
す
。

　
こ
と
し
も
物
価
高
騰
対
策
を
は
じ

め
「
結
婚
・
子
育
て
応
援
」、「
し
ご

と
・
人
材
応
援
」、「
移
住
・
定
住
応

援
」
の
３
つ
の
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
柱
に
『
選
ば
れ
る
山
鹿
』
の
実
現

に
向
け
、
本
市
の
持
つ
強
み
や
山
鹿

ら
し
さ
を
生
か
し
た
「
市
民
が
誇
れ

る
山
鹿
市
」
の
実
現
の
た
め
、
行
政

一
丸
と
な
っ
た
取
り
組
み
を
力
強
く

着
実
に
進
め
て
い
く
決
意
を
新
た
に

し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
一
年
が
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し

て
、
希
望
に
満
ち
た
幸
多
き
年
と
な

り
ま
す
こ
と
を
祈
念
し
ま
し
て
、
新

年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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新年のごあいさつ令和６年
市
民
と
と
も
に
変
革
を

山
鹿
市
議
会
議
長 

服は
っ
と
り部 

香か

よ代

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ

ま
に
は
健
や
か
で
希
望
に
満
ち

た
初
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心

か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
日
頃
か
ら
市
議
会
の
運

営
に
対
し
ご
理
解
を
賜
り
、
改

め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
か
ら
、
長
期
化
し
た
ロ

シ
ア
連
邦
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ

共
和
国
侵
攻
に
伴
う
物
価
高

騰
、
さ
ら
に
は
緊
迫
化
す
る
パ

レ
ス
チ
ナ
情
勢
な
ど
、
私
た
ち

の
生
活
に
影
を
落
と
す
出
来
事

が
続
い
て
い
ま
す
。
一
方
で
本

市
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
5
類
移
行
に
伴

い
、
4
年
ぶ
り
に
山
鹿
灯
籠
ま

つ
り
が
開
催
さ
れ
、
ま
た
、
熊

本
県
民
体
育
祭
・
菊
池
地
域
山

鹿
大
会
で
は
51
年
ぶ
り
の
剣
道

優
勝
な
ど
、
市
民
の
皆
さ
ま
に

よ
る
明
る
い
話
題
で
地
域
の
に
ぎ

わ
い
も
回
復
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
本
市
議
会
で
も
、
子
ど
も
の

う
ち
か
ら
政
治
を
身
近
に
知
っ

て
も
ら
い
、
興
味
を
持
っ
て
も

ら
え
る
よ
う
に
と
市
内
小
学
生

を
対
象
に
令
和
4
年
度
か
ら
始

め
た
主
権
者
教
育
の
取
り
組
み

は
、
日
本
最
大
の
政
策
コ
ン
テ

ス
ト
で
あ
る「
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト

大
賞
」（
全
国
の
地
方
議
員
ら

で
構
成
す
る
ロ
ー
カ
ル
・
マ
ニ

フ
ェ
ス
ト
推
進
連
盟
主
催
）
で

「
躍
進
賞
」
を
受
賞
し
、
全
国
で

も
優
れ
た
改
革
と
し
て
評
価
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う

な
市
民
の
皆
さ
ま
と
共
創
し
た

取
り
組
み
の
受
賞
を
力
に
、
今

後
も
さ
ら
に
議
会
だ
よ
り
の
視

認
性
向
上
、
議
会
報
告
会
の
開

催
な
ど
、
皆
さ
ま
の
負
託
に
応

え
る
べ
く
、
一
層
精
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し
て
新
し

い
年
が
よ
り
実
り
あ
る
飛
躍
の

年
と
な
り
ま
す
よ
う
、
議
員
一

同
、
心
か
ら
祈
念
申
し
上
げ
ま

し
て
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と

い
た
し
ま
す
。
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ょ
う
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冨と
み
ま
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洋よ
う
い
ち
ろ
う

一
郎

服は
っ
と
り部

　
香か

よ代

有う

働ど
う

　
辰た

つ

喜き

勢せ
い

田だ

　
昭し

ょ
う

一い
ち

芋い
も

生う

よ
し
や

小お

川が
わ

　
榮え

い

二じ

松ま
つ

見み

　
真し

ん
い
ち一

金か
な
み
つ光

　
一い

っ
せ
い誠

古ふ
る
か
わ川

　
和か

ず
ひ
ろ博

山や
ま
し
た下

　
誠せ

い

治じ

豊と
よ

田だ

新し
ん

二じ

郎ろ
う

高た
か
は
し橋

　
龍り

ゅ
う

一い
ち

隈く
ま

部べ

　
賢け

ん

治じ

原は
ら

　
　
芳よ

し
ろ
う郎

深ふ
か
ま
き牧

　
大だ

い
す
け助

永な
が

田た

　
壮た

け
ひ
ろ拡

関せ
き
ぐ
ち口

　
和か

ず
よ
し良

ことしもどうぞよろしくお願いいたします
山鹿市議会議員一同

※�政治家が、選挙区内にある人に対し、年賀状などの時候のあいさつ状を出すことは、公職選挙法により禁止
されています。この紙面をもって、年頭のあいさつに代えさせていただきます。
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　若年女性が、進学、就職、結婚などで都市部に流
出しています。

　2010 年から 2040 年で若年女性の 50％が減少
すると予想される自治体を「消滅可能性都市」とい
い、熊本県内でも26の市町村が「消滅可能性都市」
になると予測されています。

●補助対象事業および経費

●補助金の額　補助対象経費の２分の１（上限額／個人申請：５万円、団体申請：20万円）
●補助対象者　 次のいずれかに該当する人　①市内に住居を有する人②市内に人権教育などに関する活動の拠点

を有する団体（構成員が４人以上に限る）③市内に通勤または通学をする人
●申請締め切り　事業を実施する30日前までに申請書を提出してください
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　詳しくは山鹿市ホームページを確認ください▶

　山鹿市は部落差別をはじめとする、全ての人権問題の解決と人権が尊重される社会の実現に向けて人権教育・
啓発のさまざまな取り組みを推進しています。この補助金は、市民の皆さんが人権に関する講演会・研修会また
は人材育成を行うための催しに参加したり、自ら開催したりする場合に、その経費や事業費の一部を補助するも
のです。個人はもちろん、グループや会社などで人権に関する講演会・研修会（オンライン開催含む）の参加や
自ら開催するような計画・予定のある人はぜひ活用ください。

補助対象の事業 補助対象になる経費

⑴�人権教育などに関する講演、研修、交流または人材
育成を行うための催しに参加する事業

Ａ交通費、宿泊費および日当
Ｂ会場、車両などの借り上げ料、駐車料金など
Ⓒ受講料および参加負担金（食料費を除く）

⑵前段の催しを開催、または共催する事業

ア講師などの謝金、交通費および宿泊費
イ資料の作成に要する印刷製本費および消耗品の購入費
ウ切手、はがきなどの購入費
エ委託料
オ前段Ｂに掲げる経費

⑶人権教育などに関する資料を作成および配布する事業 前段イおよびウに掲げる経費

山鹿市人権教育・啓発事業補助金を活用ください

　令和5年 11月２日に開催された「審議会における女性登用率向上のための講座」について紹介します。

①人口流出の現状

②「消滅可能性都市」は、女性に着目した指標

③戻りたいけど戻れない
　熊本県出身女性の 93%が熊本県に愛着を感じて
いて、61%が熊本に戻ることに関心があります。
しかし、熊本に戻らないかもしれません！　なぜで
しょうか。
・�性別役割分担意識（男は仕事、女は家事）が根強
く残っているのが嫌だから
・�企業の女性登用がまだまだ進まず、女性の雇用環
境が厳しいから

④地方創生は女性へのアプローチ
　女性が地域に残りたいと思える政策が必要！
　地域活性化の延長線上で地方創生を考えて政策立
案をしてもダメなのです。
　女性の働きやすい職場は男性も働きやすい。女性
が住みやすい地域は男性も住みやすいと言われます。

⑤「男女共同参画推進」＝「地方創生」
　男女共同参画推進とは、女性がかわいそうだから
地位を向上させようということではなく、まちづく
りや地域創生の観点から、男女共同参画推進を考え
ることが重要です。政策立案は女性の発想が重要で
す。だからこそ、審議会などにおける女性登用率向
上が大切なのです。
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問人権啓発課　☎ (43)1199人 権 啓 発 便 り 第36号
人輝く
人権尊重の都

ま ち

市 や ま が

　本市では「誰もが個性と能力を発揮しともに輝く」を基本目標に男女共同参画を進めています。家庭・地域・
職場・学校など、あらゆる場面において互いの多様性を尊重し、誰もが性別に関わりなく自分らしく活躍する社
会を実現するため、男女共同参画に関するさまざまな講座を開催しました。

　子育て中のお母さんを対象に能力育成支援と就
労への不安解消を目的とした講座。「自己分析・
働き方の選択・起業」などについて考え、自分自
身のライフプランを見直すきっかけづくりにつな
がる講座。

　あらゆる分野で男女が対等に参画し、意見や考
え方を反映し、女性の登用率が増えることで市政
に女性の意見が通りやすくなり、より女性の住み
やすい山鹿市の実現につなげることを目的とした
講座。

令和５年度山鹿市男女共同参画講座などの報告
　　　　　　　　　　　　　～山鹿市はあなたらしさを応援します！～

　新入社員向けにビジネスマナーや基礎的な接遇
スキルの習得を目的とした講座。

　コミュニケーション能力や課題発見能力、事業
企画力向上を目的とした講座。

ビジネスキャリアアップ講座（全５回）

ビジネスマナー講座

わたしさがし講座（全２回）

審議会における女性登用率向上のための講座
〜「男女共同参画推進」の本質〜

◦講師
　ファイアースポット　桑原たか子代表
　穏Café あたたかい木　宮崎睦

む つ み

美オーナー

◦講師　
　熊本県立大学　澤田道

み ち お

夫教授

◦講師　
　ファイアースポット　桑原たか子代表

【受講者の感想】
・�初対面の人と話すのが苦手だが、相手が話しや
すいように聞き方をもっと上手になろうと思った

【受講者の感想】
・�自分のことをゆっくり考えることができた
・�外に意識を向けるのではなく、私自身の考えを持
つことが大切だと感じた

【受講者の感想】
・�地方創生の鍵が「女性」であるという考え方が
なかったのでとても役立つ講座だった
・�新たな視点を持って業務などに取り組みたいと
感じた
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このページは、健康に関する情報を集めています。問い合わせは、問山鹿健康福祉センター内　健康増進課　☎ (43)0050このページは、健康に関する情報を集めています。問い合わせは、問山鹿健康福祉センター内　健康増進課　☎ (43)0050

高齢者用肺炎球菌ワクチンの定期予防接種は３月末日まで！
◦ 令和５年度対象者
　（１）と（２）に該当し、かつ（3）または（4）に該当する人
　（１）山鹿市に住民票がある人
　（２）過去に肺炎球菌ワクチン（23価肺炎球菌莢

きょう

膜
まく

ポリサッカライドワクチン）を１度も接種したことがない人
　（３）以下の生年月日に該当する人

◦ 持参品　①通知文（令和５年４月対象者に郵送）②健康保険証③接種費用（上記の世帯に該当する人は証明書）
　　　　　※①の通知文を紛失した人は、健康増進課まで問い合わせください。接種の有無を確認後に再発行します。
　　　　　※対象者のうち、（４）に該当する人は事前に確認が必要ですので、健康増進課まで連絡ください。
◦ 実施機関　山鹿市および熊本市北区植木町の医療機関（対象者には通知を郵送しています。同封した「接種実施
　　　　　医療機関」を確認の上、事前に電話で予約してください。）

※対象者で以下に該当する人は、証明書類を持参することで接種料金2600円が免除されます。

（４）接種日現在60～ 64歳で、以下の障がいがある人
　　・心臓、腎臓または呼吸器の機能で、日常生活が極度に制限される程度の障がいがある人
　　・ヒト免疫不全ウイルスにより免疫の機能に、日常生活がほとんど不可能な程度の障がいがある人

年齢 対象生年月日
65 歳 昭和 33 年４月２日～昭和 34 年４月１日生

70 歳 昭和 28 年４月２日～昭和 29 年４月１日生

75 歳 昭和 23 年４月２日～昭和 24 年４月１日生

80 歳 昭和 18 年４月２日～昭和 19 年４月１日生

85 歳 昭和 13 年４月２日～昭和 14 年４月１日生

90 歳 昭和　８年４月２日～昭和　９年４月１日生

95 歳 昭和　３年４月２日～昭和　４年４月１日生

100 歳 大正 12 年４月２日～大正 13 年４月１日生

◦ 接種期間　　３月末日まで（医療機関の診療日のみ）
◦ 個人負担金　2600円
◦ 接種回数　　１回

生活保護受給世帯 生活保護証明書（市役所福祉課で発行）

世帯全員が市民税非課税世帯
令和５年度市県民税課税台帳記載事項証明書
（市役所窓口および各市民センターで発行）

※コンビニ発行証明書不可

以下に該当する人は、定期予防接種の対象外
です。
１. 過去に、山鹿市の助成を受けて肺炎球菌
　�ワクチンを接種した人
２. 任意（自己負担）で23価肺炎球菌莢膜ポ
����リサッカライドワクチン（ニューモバック
����ス）を接種した人

定期予防接種の対象となるのは一生に一度だ
けです

「はたちの献血」キャンペーン

けんけつちゃん

問熊本県赤十字血液センター　☎096(384)6725

～その一歩が、だれかの一生になる。はたちの献血～

　献血者が減少しがちな冬期は、輸血用血液が不足
しやすい季節です。熊本県では１～２月の２カ月間
「はたち」の若者を中心に、広く県民の皆さんに対し
て献血を呼びかけています。特に若い人で献血をし
たことがない人は、ぜひ協力をお願いします。

400ミリリットル献血・成分
献血に協力をお願いします。
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１月の休日在宅当番医および当番薬局

＊都合で変更になる場合があります。〈鹿本医師会〉
＊営業時間が異なる薬局がありますので、詳しくはお尋ねください。〈城北中央薬局 ☎（43）4394〉

日(曜) 診療時間：午前９時～午後５時 営業時間：午前９時～午後５時

７日㈰ 山鹿温泉リハビリテーション病院
/ はとの眼科クリニック 山鹿新町薬局 / みうた薬局

８日㈷ 吉里医院 / 藤原クリニック 鹿校通薬局 / まつ薬局
14 日㈰ 山鹿中央病院 えいせい堂薬局
21 日㈰ 星田内科医院 / 大橋通クリニック 江上薬局大橋通
28 日㈰ 中川医院 / きくか松岡クリニック きりん薬局松坂店

　予約制ですので、事前に右記二次元
コードまたは、健康増進課に電話で予約
してください。　　�予約はこちらから▶�

～みんなの健康手帳～～みんなの健康手帳～～みんなの健康手帳～～みんなの健康手帳～

お子さんの発達、子育ての仕方など、
心配なことは健康増進課に連絡ください。

　各健診の対象者には、個別に案内通知を郵送します。

　毎週金曜日の午前9時半～ 11時
＜持参品＞
　・医療機関が発行する妊娠証明書
　・運転免許証など本人確認ができるもの
　・妊婦本人名義の通帳または通帳のコピー
　　（出産、子育て応援ギフト事業に必要です）

母子健康手帳交付

各種母子保健事業

令和６年度　各種がん検診希望調査票を郵送します
　19歳以上の人に、１月下旬に希望調査票を郵送します。令和６年度に山鹿市の各種がん検診を希望の人は、
この時期に忘れずに申し込みください。なお、検診を希望しない人は返信不要です。

◦ 申し込み方法
　①調査票に記入の上、同封している封筒に入れて郵便ポストまたは回収箱へ投函
　　回収箱設置場所：山鹿健康福祉センター（健康増進課）、山鹿市役所（国保年金課）、各市民センター
　②インターネット（希望調査票に記載している二次元コードを読み込んで返信）

　がん検診は「がんによる早すぎる死亡を予防する（早世予防）」
ためのものです。
がんは誰もが心配すべき病気です。早く見つければ治る可能性が高
いですが、早期のがんは自覚症状がないため検診を受けないと見つ
けられません。定期的な検診でがんを早期発見しましょう。
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　国民年金は、老後の暮らしや病気やけがで障がいが残ったときなど、いざと
いうときの生活を現役世代みんなで支える制度です。

どんな人が加入するの？
　日本に住む 20 歳以上 60 歳未満のすべての人に国民年金の加入が義務付けられてい
ます。

老後のためだけではありません
　国民年金には、年を取ったときの「老齢年金」の他、病気やけがで障がいが残ったときの「障害年金」、
加入者が死亡したときに遺族が受け取れる「遺族年金」があります。

国民年金の加入をお知らせします
　日本年金機構より、20歳になってからおおむね２週間以内に以下の書類が自宅に送付されます。

　※厚生年金または共済年金に加入している人を除きます。
　※ 20歳になったときに配偶者（厚生年金、共済年金に加入している人）の扶養となっている人は、配偶者の
　　 勤務先で国民年金第３号被保険者の手続きをしてください。

保険料を納めることが難しい場合
　学生や、所得が少ないなどの理由で保険料を納めることが難しいときは、必ず免除申請をしてください。た
だし、前年度の所得や世帯状況によっては免除を受けられない場合があります。

20 歳になったら国民年金

「ねんきんネット」や「電子申請」を利用しましょう！
　ねんきんネットはパソコンやスマートフォンで自分の年金情報を 24 時間いつでもどこでも手軽に確認でき
るサービスです。また、電子申請はインターネットで国民年金の加入や保険料免除申請の手続きができます。
ぜひ利用しましょう。

問国保年金課後期医療年金係　☎（43）1576

◦体育館
　４日㊍～６日㊏　９：00～
　　近県中学生ハンドボール強化錬成大会
　８日㊗　９：00～
　　二十歳のつどい
　20日㊏・21日㊐　８：00～
　　熊本県下高校剣道大会兼全国剣道選抜大会予選
　27日㊏　13：30～
　　第 48回日本ハンドボールリーグ（香川銀行戦）
　28日㊐　８：00～
　　全九州卓球選手権大会県予選（一般の部）

◦多目的グラウンド
　２日㊋　９：00～
　　新春サッカー大会
　３日㊌～６日㊏　９：00～
　　第 26回ニューイヤーサッカー�in�YAMAGA2024
　14日㊐　７：00～
　　山鹿市消防団出初式

問カルチャースポーツセンター　☎(43)0090

「基礎年金番号通知書」「国民年金保険料納付書」
「保険料免除納付猶予制度、学生納付特例制度の申請書」「返信用封筒」
その他、加入や納付についての案内文などが同封されます。

※�免除が承認された期間は、保険料を全額納めた人に比べると、将来の年金受給額が少なくなります。
　免除した保険料は、10年以内に申請すると、さかのぼって納めることができます。

カルチャースポーツセンター　イベント情報（１月）



新成人こんなトラブルにご用心！

◦ 定期購入
　【事例】
　 　動画投稿サイトの広告を見てお試し 300 円のダイ
エットサプリメントを購入。頼んだ覚えのない 2回目
の商品発送の連絡があり、4カ月分まとめて 4万円の
請求がきた。

　【アドバイス】
　・ 注文前に契約内容、解約条件をしっかり確認しましょう。
　・ 証拠を残すため事業者に連絡した記録を残しましょう。

問山鹿市消費生活センター　☎（43）0188
　成年年齢になると親の同意なく自分の意志で契約できますが、安易に契約を交わすとトラブルに巻き込まれる可能
性があります。そこで気を付けてほしい消費者トラブルを紹介します。

山
鹿
市
会
計
年
度
任
用
職
員

◦ 申込期間　１月４日㈭～ 19日㈮
◦ 申し込み　山鹿市ホームページ（専用サイト）
　　　　　　郵送（当日消印有効）
　　　　　　市役所窓口（３階総務課）
　　　　　　※ 窓口での受け付けは平日のみ。
◦ 選考方法　面接（２月上旬実施予定）
◦ 任用期間　４月１日㈪～令和７年３月 31日㈪
◦ 募集職種　情報処理員、保育士、看護師、保健師、管理栄養士、調理師、
　　　　　　介護保険訪問調査員など
　　　　　　※ 詳しくは市ホームページに掲載します。（１月４日㈭公開予定）

※ 契約や買い物でトラブルにあった場合は消費生活センターに相談ください。
※ 消費者庁では、L

ラ イ ン

INE 公式アカウント「消費者庁　若者ナビ！　」を開設し、消費者トラブルの
情報を配信しています。消費者トラブルに遭わないために、ぜひ活用ください。

▲若者ナビ

▲山鹿市
問 総務課職員係　☎（43）1117

令
和
６
年
度

を
募
集
し
ま
す

◦ 「友だち登録」の方法
　右記の二次元コードから友だち登録　（LINE ID：@caa_z）

　【事例】　
　 　近所の空き店舗に新しく入った店では食品などが安く売られており、健康についての説明もしてくれるので毎日
のように通っていた。数日前に血管の話を聞いた後、薬を飲むよりも血管がきれいになるという健康食品を「今日
が締め切り」などと勧められ、断りきれずに購入した。代金約 13万円は高額すぎる。
クーリング・オフしたい。
　（80代　女性）
　【アドバイス】
　 　このような商法を催眠商法（ＳＦ商法）といい、クーリング・オフを申し出る
　ことができる場合があります。不安に思ったりトラブルにあった場合は、一人で
　悩まず消費生活センターに相談ください。

◦ もうけ話（情報商材、マルチ商法、暗号資産など）
　【事例】
　 　マッチングアプリで知り合った人から、暗号資産の
投資をすると絶対もうかると誘われて投資をしたが、
出金できなくなった。

　【アドバイス】
　・ 怪しい話は、はっきり断りましょう。
　・ クレジットカードでの高額決済や借金をしてまでも
契約しないようにしましょう。

誰もが気をつけたいこんなトラブルも！

▶ 

▶ 

出典　独立行政法人国民生活センター▶ 
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現
在
、
水
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管
の
凍
結
事
故
が
発

生
し
や
す
い
時
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と
な
っ
て
い
ま
す
。
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道
管
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水
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出
な

く
な
る
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な
く
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修
理
に
多
く
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冷
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前
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と
し
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道
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・
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道
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有
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は
熊
本
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
パ
ス
ポ
ー
ト
の
オ
ン
ラ
イ
ン
申

請
手
続
き
に
つ
い
て
」
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

問
市
民
課
　
　
　
☎（
43
）１
１
６
９ ▲熊本県

●
水
道
管
が
破
裂
し
た
と
き
は

　 

　
メ
ー
タ
ー
横
の
止
水
栓
を
止
め

て
、
お
近
く
の
指
定
給
水
装
置
工

事
事
業
者
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
不
明
な
こ
と
は
水
道

局
お
客
様
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者

　
　
　
　
　
　
　
☎（
43
）４
５
８
４

問 

水
道
局
お
客
様
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
☎（
43
）１
１
６
１

問
水
道
局
　
　
　
☎（
36
）９
１
１
９

水 漏 れ の チェック
蛇 口 が 閉まって い る の に 水 道 メー ター
の パイロット が 回って い るときは 、漏 水 の
可 能 性 が あります！
メー ター 横 の 止 水 栓 を 閉 めてくだ さい

●
凍
結
防
止
の
仕
方

　 

　
水
道
管
に

保
温
材
を
巻

き
ま
す
。
蛇

口
が
破
損
し
や

す
い
の
で
、し
っ

か
り
と
水
道

管
を
包
ん
で
く

だ
さ
い
。
保
温

材
と
し
て
布
や

毛
布
な
ど
が

あ
り
ま
す
。
保

温
材
が
ぬ
れ
な

い
よ
う
に
保
温
材
の
上
に
ビ
ニ
ー
ル

な
ど
を
巻
く
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
水
道
管
が
凍
っ
て
し
ま
っ
た
ら

　 

　
タ
オ
ル
や
布
な
ど
を
水
道
管

に
か
ぶ
せ
て
、
そ
の
上
か
ら
お

湯
を
掛
け
な
が
ら
、
ゆ
っ
く
り

気
長
に
溶
か
し
て
く
だ
さ
い
。

水
道
管
に
直
接
熱
湯
を
掛
け
る

と
、
水
道
管
や
蛇
口
が
破
裂
す

る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
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お
知
ら
せ

 山鹿市内の学校限定

中古学生服・体育服 買い取り・販売
無人買取BOX設置しています

 Instagram

 LINE MARUYA 古物商許可第931080001064号

※商品の状態によっては買い取りできない場合がございます。
※デザインの変更があった制服・体育服は買い取りできません。
※シーズンごとに買い取り数が増加した場合、制限させていただく場合がございます。

【ご不明な点やご質問はお気軽に連絡ください】
住所：山鹿市古閑1272-5
時間：午後１時～５時　不定休

☎090(3141)0068

案　内　版　Information

 

お
知
ら
せ

 

山
鹿
市
難
病
友
の
会

 「
き
ず
な
の
会
」
サ
ロ
ン
の
開
催

　　
難
病
患
者
・
家
族
、
支
援
者
が
気

軽
に
話
が
で
き
る
サ
ロ
ン
で
す
。
参

加
費
無
料
で
予
約
不
要
で
す
。
ご
来

場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

● 

日
時
　
２
月
７
日
㈬
　
午
後
１
時

半
〜
（
30
分
〜
１
時
間
予
定
）

● 

場
所　
鹿
本
地
域
振
興
局
３
階
小

会
議
室

問 

き
ず
な
の
会
事
務
局（
山
鹿
保
健
所
）

　
　
　
　
　
　
　
☎（
44
）４
１
２
１

　　「
重
要
土
地
等
調
査
法
」
に
基
づ

き
、
内
閣
府
で
は
、
防
衛
関
係
施
設

な
ど
の
周
囲
お
お
む
ね
千
㍍
の
区
域

内
お
よ
び
国
境
離
島
な
ど
の
区
域
内

を
「
注
視
区
域
」「
特
別
注
視
区
域
」

と
し
て
指
定
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま

 

注
視
区
域
な
ど
の
土
地
利
用

 

に
つ
い
て

年
末
調
整
で
お
困
り
の
と
き
は

「
ふ
た
ば 

」
に
相
談

　
　
動
物
か
ら
人
に
感
染
す
る
さ
ま
ざ

ま
な
病
気
が
あ
り
、
健
康
な
動
物
で

も
そ
の
よ
う
な
病
原
体
を
持
っ
て
い

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
感
染
を
予

防
す
る
た
め
に
、
過
剰
な
ふ
れ
あ
い

 

動
物
か
ら
感
染
す
る
病
気
に

 

注
意
を
！

　
　
海
産
物
の
電
話
勧
誘
ト
ラ
ブ
ル
に

関
す
る
相
談
が
全
国
の
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
に
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
直

近
で
は
、
一
部
の
国
・
地
域
に
よ
る

日
本
産
の
海
産
物
の
輸
入
規
制
強

化
な
ど
に
関
連
し
た
勧
誘
ト
ー
ク

（
困
っ
て
い
る
の
で
支
援
し
て
ほ
し

い
な
ど
）
も
見
ら
れ
ま
す
。
お
か
し

い
と
感
じ
た
ら
き
っ
ぱ
り
と
断
り
、

断
っ
た
の
に
商
品
が
届
い
た
と
き
は

受
け
取
り
を
拒
否
し
て
代
金
を
支
払

 

海
産
物
の
電
話
勧
誘
ト
ラ
ブ

 

ル
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

▲ チャットボット
（ふたば）

す
。
本
市
に
つ
い
て
は
、
次
の
区
域

が
「
注
視
区
域
」
と
し
て
指
定
さ
れ

ま
す
。
施
行
日
以
降
、
指
定
さ
れ
た

区
域
内
の
土
地
・
建
物
で
防
衛
関
係

施
設
の
機
能
を
阻
害
す
る
行
為
を
防

止
す
る
た
め
、
内
閣
府
が
区
域
内
の

土
地
・
建
物
に
関
す
る
調
査
を
行
い

ま
す
。
詳
し
く
は
内
閣
府
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
参
照
い
た
だ
く
か
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

● 
注
視
区
域
　
防
衛
関
係
施
設
「
西

岳
無
人
中
継
所
」
の
周
囲
お
お
む

ね
千
㍍
の
区
域
内

問 

内
閣
府
重
要
土
地
等
調
査
法
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー

☎（
０
５
７
０
）０
０
１
１
２
５

（
平
日
午
前
９
時
半
〜
午
後
５
時
半
）

わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
で
お
困
り
の
場

合
は
、「
１
８
８
」に
電
話
く
だ
さ
い
。

近
く
の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
な
ど
に

つ
な
が
り
ま
す
。

問
山
鹿
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
☎（
43
）０
１
８
８

 

相
　
談

 

警
備
の
仕
事

 

就
職
相
談
会
を
開
催

　　
採
用
担
当
者
と
直
接
話
が
で
き
る

相
談
会
で
す
。
未
経
験
で
も
、
性
別

年
齢
問
わ
ず
警
備
業
で
活
躍
で
き
ま

す
。
雇
用
保
険
受
給
中
の
人
は
、
求

職
活
動
実
績
に
な
り
ま
す
。
参
加
無

料
で
す
。

●  

日
時
　
１
月
23
日
㈫
、
２
月
21
日
㈬

ど
ち
ら
も
午
前
10
時
〜
11
時
半

● 

場
所　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
菊
池

※ 

履
歴
書
不
要
、
予
約
不
要
、
服
装

自
由

問 
（
一
社
）熊
本
県
警
備
業
協
会（
共

催
：
菊
池
公
共
職
業
安
定
所
・
熊

本
労
働
局
）

　
　
☎
０
９
６（
３
８
１
）２
０
１
６

は
控
え
、
動
物
に
触
っ
た
ら
手
洗
い

な
ど
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
ペ
ッ
ト
を
飼
っ
て
い
る
人

は
、
ノ
ミ
な
ど
を
介
し
た
感
染
を
防

ぐ
た
め
に
、
か
か
り
つ
け
の
動
物
病

院
で
寄
生
虫
の
駆
除
や
定
期
的
な
健

診
を
受
け
る
な
ど
、
日
常
の
健
康
管

理
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

問
山
鹿
保
健
所
　
☎（
44
）４
１
２
１

　
　
年
末
調
整
に
関
す
る
疑
問
は
、

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
税
務
相
談

チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
の
「
税
務
職
員
ふ

た
ば
」
に
相
談
く
だ
さ
い
。

　
問
い
合
わ
せ
内
容
を
メ
ニ
ュ
ー
か

ら
選
択
す
る
か
、
文
字
を
入
力
す
る

こ
と
に
よ
り
、
人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）

を
活
用
し
て
自
動
で
お
答
え
し
ま

す
。
土
日
・
夜
間
で
も
利
用
で
き
ま

す
。詳
し
く
は
、国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
「
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
（
ふ
た
ば
）

に
質
問
す
る
」
ま
で
。

問
山
鹿
税
務
署
　
☎（
44
）２
１
８
１

※
自
動
音
声
案
内
に
従
い
「
２
」
を
選
択
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募
　
集

●
対
象
者

　
①
本
市
に
居
住
す
る
人
の
被
扶
養
者

　
② 

経
済
的
な
理
由
に
よ
り
修
学
が

困
難
と
認
め
ら
れ
る
人

　
③ 

学
業
成
績
が
優
秀
な
人
ま
た
は

学
校
長
の
推
薦
が
あ
る
人

　
④ 

他
の
奨
学
金
の
貸
与
ま
た
は
給

 

市
奨
学
資
金
申
請
受
け
付
け

　
山
鹿
市
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、

有
権
者
の
皆
さ
ん
が
広
く
政
治
や
選

挙
に
関
心
を
持
ち
、
選
挙
を
よ
り
身

近
に
感
じ
て
も
ら
う
た
め
に
選
挙
時

の
「
期
日
前
投
票
立
会
人
」
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

●
業
務
内
容

　
・ 

各
期
日
前
投
票
所
で
投
票
事
務

に
立
ち
会
い
、
手
続
き
が
公
正

か
つ
確
実
に
行
わ
れ
て
い
る
か

を
確
認
す
る
こ
と
。

　
※ 

専
門
知
識
が
必
要
な
業
務
で
は

あ
り
ま
せ
ん
の
で
お
気
軽
に
応

募
く
だ
さ
い
。

●
応
募
資
格

　
・ 

山
鹿
市
在
住
で
選
挙
権
が
あ
り
、

山
鹿
市
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録

さ
れ
て
い
る
人
（
選
挙
期
日
当

日
に
満
18
歳
以
上
の
日
本
国
民

で
、
引
き
続
き
３
カ
月
以
上
山

鹿
市
に
住
ん
で
い
る
人
）。

　
・ 

特
定
の
候
補
者
の
選
挙
運
動
や

政
治
活
動
を
行
っ
て
い
な
い
人
。

●
立
会
期
間

　
・ 

各
選
挙
の
選
挙
期
日
の
告
示（
公

示
）
日
の
翌
日
か
ら
投
票
日
前

日
ま
で
の
希
望
す
る
日
。

　
・ 

募
集
は
登
録
制
と
し
、
登
録
さ

 

選
挙
立
会
人
を
募
集

れ
て
い
る
人
に
対
し
各
選
挙
前

に
希
望
日
を
確
認
し
ま
す
。

●
立
会
時
間
・
場
所

　
・
午
前
８
時
半
〜
午
後
８
時
ま
で

　
・ 

期
日
前
投
票
所
（
山
鹿
市
役
所

ま
た
は
各
市
民
セ
ン
タ
ー
）

●
報
酬

　
・ 

日
額
９
６
０
０
円
（
源
泉
徴
収

あ
り
）
食
事
代
、
交
通
費
は
自

己
負
担

※ 

募
集
は
随
時
行
っ
て
い
ま
す
。

問
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

☎（
43
）１
５
９
４

　
　
空
き
家
の
活
用
を
促
進
す
る
た

め
、
空
き
家
活
用
相
談
会
を
開
催
し

ま
す
。山
鹿
市
空
き
家
バ
ン
ク
で
は
、

こ
れ
ま
で
に
１
４
０
件
を
超
え
る
物

件
が
登
録
さ
れ
、
売
買
な
ど
の
契
約

が
約
90
件
成
立
し
て
い
ま
す
。
空
き

家
を
所
有
し
て
い
る
人
で
活
用
方
法

を
知
り
た
い
人
や
空
き
家
を
手
放
し

た
い
の
に
ど
う
し
て
い
い
か
分
か
ら

な
い
人
は
、
ぜ
ひ
利
用
く
だ
さ
い
。

　
あ
な
た
の
空
き
家
も
有
効
活
用
し

ま
せ
ん
か
？
　
空
き
家
バ
ン
ク
の
担

当
者
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

● 

日
程
　
１
月
22
日
㈪
・
２
月
19
日

㈪
・
３
月
11
日
㈪

● 

時
間
　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

※
１
週
間
前
ま
で
の
予
約
が
必
要
で
す
。

● 

場
所
　
山
鹿
暮
ら
し
サ
ポ
ー
ト
局

（
旧
来
民
郵
便
局
）

問
山
鹿
暮
ら
し
サ
ポ
ー
ト
局

　
　
　
　
　
　
　
☎（
41
）９
０
０
９

　
　（
定
休
日
　
水
曜
・
土
曜
・
祝
日
）

 
〜
有
効
活
用
の
た
め
に
〜

 
空
き
家
に
関
す
る
相
談
会

付
を
受
け
て
い
な
い
人
（
予
定

が
な
い
人
）

●
貸
し
付
け
人
員
　
若
干
名

【
入
学
支
度
金
】

●
貸
付
金
額

　
高
校
・
大
学
な
ど
　
40
万
円
以
内

●
申
請
期
間
　
１
月
５
日
㈮
〜
31
日
㈬

●
貸
付
時
期
　
３
月
上
旬

●
利
息
　
無
利
息

● 

返
還
方
法
　
貸
与
終
了
後
、
半
年

間
据
え
置
き
、
貸
与
期
間
の
３
倍

以
内
の
期
間
、
一
括
、
月
賦
、
半

年
賦
ま
た
は
年
賦
の
い
ず
れ
か
の

方
法

※ 

奨
学
金
は
奨
学
生
に
貸
与
す
る
も

の
で
、
卒
業
後
に
自
ら
返
還
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
返
還
金
は
次

の
奨
学
金
の
原
資
と
な
り
ま
す
。

※ 

申
請
書
な
ど
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

問
教
育
総
務
課
　
☎（
43
）１
３
９
６ ▲山鹿市
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お
知
ら
せ

　
山
鹿
灯
籠
踊
り
保
存
会
は
、
昭
和

32
年
の
発
足
以
来
、
山
鹿
市
の
観
光

Ｐ
Ｒ
と
踊
り
の
保
存
継
承
を
目
的
と

し
、
灯
籠
ま
つ
り
を
は
じ
め
八
千
代

座
で
の
定
期
公
演
や
国
内
外
の
ま
つ

り
・
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

こ
の
保
存
会
の
踊
り
手
と
地じ

か
た方
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

● 

踊
り
手
　
高
校
生
〜
20
代
の
未
婚

女
性

● 

地
方
（
唄
・
三
味
線
・
笛
・
太
鼓
）

　
高
校
生
〜
40
代

　
未
経
験
者
大
歓
迎
で
す
。
ま
ず
は

見
学
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
　
気
軽
に

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

観
光
課
内
　
山
鹿
灯
籠
踊
り
保
存

会
事
務
局
（
上
野
）

☎（
43
）１
５
７
９

 
山
鹿
灯
籠
踊
り
保
存
会
会
員

 
募
集

 

熊
本
県
立
高
等
技
術
専
門
校

 

職
業
訓
練
受
講
生
募
集

　　

障
が
い
の
あ
る
人
を
対
象
と
し
た

職
業
訓
練
で
す
。
受
講
料
は
無
料
で

す
が
、
教
科
書
代
な
ど
が
必
要
で
す
。

【
パ
ソ
コ
ン
技
能
資
格
取
得
科
】

 

● 
訓
練
内
容　
基
本
的
な
パ
ソ
コ

ン
操
作
か
ら
実
践
的
な
パ
ソ
コ

ン
技
能
を
習
得
し
、
就
職
に
有

利
な
パ
ソ
コ
ン
資
格
取
得
ま
で

を
目
指
す
訓
練
で
す
。

 

●
定
員
　
６
人

 

●
募
集
期
限
　
1
月
31
日
㈬

 

● 

訓
練
期
間
　
３
月
１
日
㈮
〜
５

月
31
日
㈮

 

● 

テ
キ
ス
ト
代

 

　
税
込
み
約
９
９
０
０
円

 

● 

訓
練
場
所
　
特
定
非
営
利
活
動

 

放
送
大
学
入
学
生
募
集

　
放
送
大
学
は
、
４
月
入
学
生
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
10
代
か
ら
90
代
の

幅
広
い
世
代
の
８
万
５
千
人
以
上
の

学
生
が
「
大
学
を
卒
業
し
た
い
」「
学

び
を
楽
し
み
た
い
」
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
目
的
で
学
ん
で
い
ま
す
。
心
理

学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文
学
・

　
職
業
訓
練
は
、
求
職
者
が
職
業
訓

練
に
よ
る
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
通
じ

て
、
早
期
就
職
を
実
現
す
る
た
め
に

国
が
支
援
す
る
制
度
で
す
。
受
講
料

は
無
料
で
す
が
、
教
科
書
代
な
ど
が

必
要
で
す
。

● 

場
所
　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
熊
本

● 

訓
練
科
目
　
溶
接
加
工
科
、
電
気

設
備
サ
ー
ビ
ス
科
、
生
産
ラ
イ

ン
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
科
、
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
科
、
ビ
ル
設
備
サ
ー
ビ

ス
科
、Ｎ
Ｃ
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
科
、

 

職
業
訓
練
生
募
集

電
気
設
備
施
工
科
、
組
込
み
マ
イ

コ
ン
技
術
科

※ 

一
定
の
条
件
を
満
た
す
と
、
雇
用

保
険
な
ど
を
受
給
し
な
が
ら
訓
練

を
受
け
ら
れ
ま
す
。

● 

訓
練
期
間
　
３
月
１
日
㈮
〜
８
月

下
旬
ま
た
は
９
月
下
旬
（
コ
ー
ス

に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
）

● 

募
集
期
間
　
１
月
４
日
㈭
〜
25
日
㈭

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
菊
池（
訓
練
担
当
）

☎
０
９
６
８（
24
）８
６
２
５

法
人
ア
イ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
く

ま
も
と
（
熊
本
市
中
央
区
水
前

寺
６
丁
目
51
-3
）

問
熊
本
県
立
高
等
技
術
専
門
校

☎
０
９
６（
２
９
７
）９
９
１
５

 

催
　
し

 

山
鹿
市
青
少
年
健
全
育
成
大

 

会
を
開
催

　● 

日
時
　
２
月
３
日
㈯
　
午
前
９
時

開
会

● 

場
所
　
山
鹿
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

文
化
ホ
ー
ル

●
内
容

　
・ 

中
高
生
に
よ
る
意
見
、
実
践
発
表

　
・ 

黒
木
よ
し
ひ
ろ
氏
（
熊
本
出
身

タ
レ
ン
ト
）
に
よ
る
講
演

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
課

☎（
43
）１
１
５
０

情
報
・
自
然
科
学
な
ど
、
３
０
０
以

上
の
授
業
科
目
が
あ
り
、
テ
レ
ビ
や

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
１
科
目
か
ら
学

べ
ま
す
。
卒
業
す
れ
ば
学
士
の
学
位

を
取
得
で
き
ま
す
。

● 

出
願
期
限
　
３
月
12
日
㈫

※ 

資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま

す
。
お
気
軽
に
電
話
で
請
求
く
だ

さ
い
。
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
も
請

求
で
き
ま
す
。

問 

放
送
大
学
熊
本
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　
☎
０
９
６（
３
４
１
）０
８
６
０ ▲放送大学

案　内　版　Information

〈
有
料
広
告 

〉

15　2024.1　広報やまが



税金の申告相談は最寄りの税理士へ！

大古閑順二（山鹿市中）　　 (43)7801
大渕　賢之（山鹿市山鹿）　 (44)0880
川上　　學（山鹿市菊鹿町）(48)2679

木村　三洋（山鹿市方保田）(48)1787

《南九州税理士会山鹿支部》

井形　　聡（山鹿市山鹿）　 (43)2288

藤嶋　正文（山鹿市山鹿）　 (44)0880
坂井　博治（山鹿市古閑）　 (43)8893
小松　大祐（山鹿市名塚）　 (43)5622

 

山
鹿
市
立
博
物
館

 

勾
玉
づ
く
り
体
験

 

お
知
ら
せ

　
肥
後
古
代
の
森
協
議
会
と
の
共
催

に
よ
る
「
勾
玉
づ
く
り
体
験
」
を
開

催
し
ま
す
。
古
代
の
日
本
に
お
け
る

装
身
具
の
一
つ
で
あ
り
、
い
ま
だ
に

多
く
の
謎
に
包
ま
れ
て
い
る
勾
玉
を

作
り
ま
せ
ん
か
？

 

第
26
回
山
鹿
市
防
災
の
つ
ど

 

い
を
開
催

　
災
害
の
恐
ろ
し
さ
を
教
訓
と
し
、

防
災
の
必
要
性
を
呼
び
か
け
る
た
め

の
催
し
で
す
。
参
加
無
料
で
す
。

● 

日
時
　
１
月
17
日
㈬
　
午
前
10
時

● 

場
所
　
山
鹿
市
消
防
本
部

● 

内
容　
炊
き
出
し
訓
練
、
被
災
食

や
防
災
用
品
展
示
、心
肺
蘇
生
法
・

Ａ
Ｅ
Ｄ
指
導
、
堤
防
決
壊
・
液
状

化
実
験
な
ど

※ 

炊
き
出
し
食
の
振
る
舞
い
は
午
前

11
時
半
〜

問
山
鹿
市
社
会
福
祉
協
議
会

☎（
43
）１
１
３
４

  「
土ひ

じ
か
た
と
し
ぞ
う

方
歳
三
資
料
館
×
肥
後
熊

本
藩
」
特
別
展
を
開
催

　
熊
本
県
立
美
術
館
で
は
１
月
10
日

㈬
か
ら
、
細
川
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
特
別

展
「
土
方
歳
三
資
料
館
×
肥
後
熊
本

藩
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
展
示
で
は
、
東
京
都
の
土
方
歳
三

資
料
館
の
所
蔵
品
を
中
心
に
、
激
動

の
幕
末
維
新
期
を
か
け
抜
け
た
「
新

選
組
副
長
・
土
方
歳
三
」
の
軌
跡
を

紹
介
し
ま
す
。
ま
た
こ
の
機
会
に
合

わ
せ
て
、
明
治
維
新
後
に
郷
里
の
熊

本
に
戻
り
、
山
鹿
で
余
生
を
送
っ
た

新
選
組
隊
士
・
尾お

が
た形
俊し

ゅ
ん
た
ろ
う

太
郎
の
書
跡

や
肥
後
熊
本
藩
が
記
録
し
た
新
選
組

に
ま
つ
わ
る
古
文
書
も
展
示
。
さ
ら

に
、
展
覧
会
を
盛
り
上
げ
る
た
め
の

イ
ベ
ン
ト
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
準

備
し
て
い
ま
す
！
　
皆
さ
ん
の
ご
来

館
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く

は
、
当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
く

だ
さ
い
。

● 

特
別
講
演
会

　
２
月
11
日
㈷

　
講
師
　
京
都
女
子
大
学
講
師

　
中
村
武た

け
お生
氏

● 

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
セ
ミ
ナ
ー

　
３
月
２
日
㈯

　
講
師
　
熊
本
県
立
美
術
館

　
宮
川
聖せ

い
こ子
学
芸
員

● 

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　
１
月
19
日
㈮

　「 
プ
ラ
板
＆
レ
ジ
ン
で
新
選
組
袖

章
ア
ク
セ
サ
リ
ー
を
つ
く
ろ

う
！
　
」

　
２
月
12
日
㈪

　「 

熊
本
出
張
！
　
石
田
散
薬
製
造

体
験
会
」

※ 

各
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す
る
際
は
、

本
展
覧
会
入
場
券
（
半
券
可
）
が

必
要
で
す
。

※ 

事
前
申
し
込
み
の
た
め
、
定
員
に

達
し
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
ひ
き
こ
も
り
状
態
の
人
へ
の
支
援

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
た
め
の
セ

ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。
入
場
無
料

で
す
。

● 

日
時
　
２
月
３
日
㈯
　
午
後
２
時

〜
４
時（
午
後
１
時
半
受
け
付
け
）

● 

場
所
　
山
鹿
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

大
ホ
ー
ル

● 

定
員
　
50
人

● 

参
加
方
法
　
２
月
１
日
㈭
午
後
５

時
ま
で
に
、
左
記
の
二
次
元
コ
ー

ド
か
ら
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
電

話
で
の
申
し
込
み
も
で
き
ま
す
。

問
福
祉
課
障
が
い
福
祉
係

　
　
　
　
　
　
　
☎（
43
）０
０
５
２

 
障
が
い
者
支
援

 
地
域
福
祉
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

問
熊
本
県
立
美
術
館

　
　
☎
０
９
６（
３
５
２
）２
１
１
１

▲申し込み

● 

日
時
　
２
月
３
日
㈯
　
午
前
10
時

〜
正
午
（
午
前
９
時
半
受
け
付
け

開
始
）

● 

場
所
　
山
鹿
市
立
博
物
館

● 

定
員
　
20
人
（
小
学
生
以
上
）

● 

参
加
費
　
２
０
０
円

※ 

事
前
に
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
汚
れ
て
も
よ
い
服
装

で
マ
ス
ク
着
用
で
参
加
く
だ
さ
い
。

問
山
鹿
市
立
博
物
館

　
　
　
　
　
　
　
☎（
43
）１
１
４
５

　（ 

月
曜
休
館
・
月
曜
日
が
祝
日
の

場
合
、
翌
日
休
館
）

▲熊本県立美術館

〈 

有
料
広
告 

〉
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新年あけましておめでとうございます

・お墓をきれいにしたい。
・お墓をリフォームしたい。
・墓誌に記名していないので刻みたい。
・香炉や花立てだけを新しくしたい。

お 墓 の メ テン ナ ン ス

墓誌のご記名
など

お済みですか？

ご相談
ください！！

ことしも皆さま
がご多幸で
ありますよう、
心からお祈り
申し上げます。

あまびえの♥ゆとりんです♥

案　内　版　Information

さ
く
ら
湯
１
月
休
館
日

１
月
17
日
㈬

（
第
３
水
曜
日
）

 

お
知
ら
せ

 

令
和
５
年
度
第
１
回
鞠
智
城

 

講
座
を
開
催

● 

テ
ー
マ
　
鞠
智
城
の
城
門
構
造
技

術
を
考
え
る
１

● 

日
時
　
１
月
28
日
㈰
　
午
後
１
時

半
〜
３
時
40
分

 

鞠き
く
ち
じ
ょ
う

智
城H

ハ

イ

キ

ン

グ

IKIN
G

を
開
催

　　
鞠
智
城
を
守
っ
て
い
た
土ど

塁る
い

線せ
ん

を

学
芸
員
が
案
内
し
ま
す
。
距
離
約
６

㌖
、
高
低
差
80
㍍
の
自
然
豊
か
な

コ
ー
ス
で
す
。
参
加
無
料
で
す
が
、

事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

● 

日
時
　
１
月
20
日
㈯
　
午
後
１
時

半
〜

● 

定
員
　
20
人

※
荒
天
中
止
、
小
雨
決
行

※ 

詳
し
く
は
鞠
智
城
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
歴
史
公
園
鞠
智
城
・
温
故
創
生
館

☎（
48
）３
１
７
８

　（ 
月
曜
休
館
・
月
曜
日
が
祝
日
の

場
合
は
翌
日
休
館
）

▲鞠智城

● 

会
場
　
菊
鹿
公
民
館
大
会
議
室

● 

定
員
　
１
２
０
人
（
先
着
順
・
申

し
込
み
必
要
）

● 

講
師
　

　
・ 

九
州
歴
史
資
料
館
　
吉
田
東と

う
め
い明

埋
蔵
文
化
財
調
査
室
長

　
・ 

歴
史
公
園
鞠
智
城
・
温
故
創
生

館
　
宮
崎
敬た

か
し士
文
化
財
整
備
交

流
課
長
　

● 

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　
　 

歴
史
公
園
鞠
智
城
・
温
故
創
生

館
　
長
谷
部
善よ

し
か
ず一
館
長

　
・
パ
ネ
ラ
ー

　
　
吉
田
東
明
室
長
、
宮
崎
敬
士
課
長

● 

参
加
費
　
無
料

※ 

申
し
込
み
は
午
前
９
時
半
〜
午
後

５
時

問
歴
史
公
園
鞠
智
城
・
温
故
創
生
館

　
　
　
　
　
　
　
☎（
48
）３
１
７
８

　（ 

月
曜
休
館
・
月
曜
日
が
祝
日
の

場
合
は
翌
日
休
館
）

〈
有
料
広
告 

〉
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〈 

有
料
広
告 

〉

定 例 相 談 相談 無料は

相談の時間は下記のとおりです。
●一般相談
　午前９時～正午
※ 予約制ではありませんので、お待
ちいただく場合があります。
●司法書士相談（事前予約が必要）
　午前 10時～正午
●法律相談（事前予約が必要）
  ・午前 10時～正午
  ※ 司法書士相談、法律相談の利用
は、１人に付き年３回までです。

【山鹿健康福祉センター内社協本所
・山鹿支所】　☎ (43)1134
①一般相談　１月 15日㈪
②司法書士相談（成年後見・多重債務・
　登記関係）１月 22日㈪　※要予約
③法律相談　１月 29日㈪　※要予約

【鹿北老人福祉センター】☎(32)2696
◯一般相談　１月 11日㈭

【菊鹿健康福祉センター】☎(48)5060
◯一般相談　１月 10日㈬

【鹿本ふれあいセンター】☎(46)2206
①一般相談　１月９日㈫
②法律相談　１月 23日㈫　※要予約

【鹿央地域福祉センター】☎(36)3811
①一般相談　１月 12日㈮
②司法書士相談（登記関係）
　１月 26日㈮　※要予約

問社会福祉協議会本所☎ (43)1134
•日時　１月９日㈫ 
　　　　午後１時～４時
•場所　市役所２階会議室
※予約をした人が優先となります
問企業誘致課　☎ (41)5643

•日時　月～金曜日（祝日除く）
　　　　午前９時～午後４時
•場所　山鹿健康福祉センター
問長寿支援課地域包括支援係
　☎ (43)1077

【フルタイム】　（月額）
①事務スタッフ　17万円～
②生活支援員・職業指導員　
　17万３千円
③介護職員　16万 5500 円
④養鶏農場作業員　19万 8750 円～
⑤鉄骨塗装および鉄骨組立・溶接　
　20万７千円～
⑥フィッシングロッドの製造
　16万 9030 円～
⑦ルート配送業務　20万円～
⑧舗装機械オペレーター　26万円～
【パートタイム】　（時間額）
①保育士　千円～
②セルフスタンドサービススタッフ
　1100 円～
③接客・商品補充・レジ　930 円
④介護補助　950 円
⑤家電量販店での配送業務管理　千円
⑥介護タクシー運転手兼介護　898 円～
⑦ハウスクリーニング　千円
⑧清掃員　900 円
※ すでに採用済みの場合もあります。
　詳しくは、問い合わせください。
　午前９時半～午後５時（土日祝休）
問ハローワーク菊池
　山鹿市地域職業相談室
　（鹿本総合庁舎１階）　☎ (43)1724

　相談月の前月から電話で予約を受
け付けています。２月の予約を１月
４日㈭から受け付けます。
【２月相談日】※要予約☎ (43)1576
７日㈬、14 日㈬、21 日㈬、28 日㈬
・時間　午前 10時～午後３時
・場所　市役所会議室
年金事務所でも手続きができます。
電話予約☎ (0570)054890
老齢年金の相談・請求は
ネット予約（右の二次元
コードを読み取ってくだ
さい）もできます。

問国保年金課　☎ (43)1576

・日時　 １月 11 日㈭　　　　　　
午後１時半～４時半

・場所　鹿北市民センター相談室
問鹿北市民センター　☎ (32)3111

税務相談

年金出張相談

障がい児・者相談

心配ごと相談

認知症に関する相談

仕事の相談はお気軽に

社会保険労務士労働相談

•日時　月～金曜日（祝日除く）
　　　　午前９時～午後４時
•場所　市役所２階消費生活相談室
問山鹿市消費生活センター　☎(43)0188

消費生活相談

専門の相談員が支援します。
【市役所福祉課 障がい福祉係】
•日時　月～金曜日（祝日除く）
　　　　午前８時半～午後５時

【山鹿健康福祉センター】
•日時　１月 10日㈬、17 日㈬、
　　　　24日㈬、31日㈬
　　　　午前９時～ 11時

【鹿北市民センター】
•日時　１月 16日㈫
　　　　午後１時半～３時半

【菊鹿市民センター】
•相談希望の人は、事前に福祉課に
　連絡ください。

【鹿本市民センター】
•日時　１月 23日㈫
　　　　午後１時半～３時半

【鹿央市民センター】
•日時　１月９日㈫
　　　　午後１時半～３時半
問福祉課障がい福祉係　☎(43)0052
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秘密は固く守ります。お気軽にご相談ください。
なお、各施設ともに１月１日㈷から３日㈬は、
年始につき休業になります。

至 福岡

至 熊本 

至 玉名 至 菊池 

至 南関

●警察署 

●山鹿バス
　センター 

　老人福祉
●センター 

●市役所 
●八千代座 
山鹿中央
病院
● 

●温泉プラザ 

国
道
３
号 

県道200号 

国道325号 

鹿本総合庁舎 
　●

国道443号 
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バ
ン
ビ
通
信

図書館スタッフ おすすめの１冊
蔵書場所の省略表記
ひだまり図書館　　【ひだまり】　こもれび図書館　　【こもれび】
鹿北図書室　　　　【鹿北】　菊鹿図書室　　　　【菊鹿】
鹿央図書室　　　　【鹿央】

お
し
ら
せ

ひだまり図書館

「おみくじ本 2024」

　おみくじ付き本の福袋を借りて、ことし最
初の運試しはいかがですか。どんな本が入っ
ているかは開けてからのお楽しみ。おみくじ
結果に合わせてプレゼントも用意しています。

こもれび図書館

「瑞
ずい

祥
しょう

新
しんしゅん

春・永
えいじゅ

寿嘉
か ふ く

福」

　本を借りてガチャポン福引で運試し！
2024年「新春を迎え良い兆しがありますよ
うに」。ことしも図書館で皆さんをお待ちし
ています。

さつまいも、栗、かぼちゃ、あんこ（小
豆）。素材の甘みを生かしたシンプルなお
やつのレシピ集。干し芋や栗ジャムの作
り方から、著者のエッセイまで楽しめる 1
冊です。

【ひだまり】【こもれび】【鹿北】

『いも くり なんきん、ときどきあんこ』
　　　　　　　　　　　　　中川たま /著
　　　　　　　文化学園文化出版局 /出版

《お菓子》

おばけの国のお姫さまモモちゃんとルイ
君は枯れたなんじゃもんじゃの木を救う
ことができるのか。20 年続いたシリーズ
の最終巻。

【ひだまり】【こもれび】

『バイバイ！　おばけマンション　
　　　　　　　　　おばけマンション 50』

むらいかよ /作　ポプラ社 /出版

《物語》

図書館の情報は
こちらから

問
消
防
本
部
予
防
課　
☎（
43
）９
１
１
９

休 

館 

日

 ひだまり図書館
１月８日㈷・15日㈪・22日㈪・29日㈪
 こもれび図書館
１月10日㈬・17日㈬・24日㈬・31日㈬

※ 年始休館（両館共通）　１月１日㈷～３日㈬

令
和
５
年
度
　
消
防
の
絵
・
書
道
コ
ン
ク
ー
ル

表
彰
式
を
行
い
ま
し
た

　
防
火
防
災
意
識
の
高
揚
を
目
的

と
し
て
開
催
し
た
同
コ
ン
ク
ー

ル
で
、
市
内
各
小
学
校
か
ら
絵

１
５
２
点
、
書
道
４
３
０
点
の
応

募
が
あ
り
、
審
査
の
結
果
左
記
の

皆
さ
ん
が
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。
令
和
５
年
11
月
９
日
に
消

防
本
部
で
表
彰
式
を
行
い
、
受
賞
者

に
表
彰
状
と
記
念
品
を
贈
呈
し
ま

し
た
。

絵
の
部　
最
優
秀
賞

低
学
年
の
部

め
の
だ
け
小
３
年
　

　
　
　
　
　
　
朝
倉
奈な

な々

美み

さ
ん

高
学
年
の
部

八
幡
小
４
年
　
時
尾
琉り

ゅ
う

聖せ
い

さ
ん

書
道
の
部　
最
優
秀
賞

低
学
年
の
部

め
の
だ
け
小
３
年

　
　
　
　
　
　
菊
原
南な

緒お

さ
ん

高
学
年
の
部

山
鹿
小
６
年
　
山
田
華か

穂ほ

さ
ん

▶
表
彰
式
で
の
記
念
撮
影
。
左
か

　
ら
有
尾
壽と

し

朗ろ
う

消
防
長
、朝
倉
さ
ん
、

　
時
尾
さ
ん
、
菊
原
さ
ん

問い合わせ先
 　★ひだまり図書館　　☎ (46)1310　★こもれび図書館　　☎ (43)1082　★鹿北市民センター　☎ (32)3111
 　★菊鹿市民センター　☎ (48)3111　★鹿央市民センター　☎ (36)3111　★生涯学習・スポーツ課☎ (43)1150

19　2024.1　広報やまが



 

お
知
ら
せ

山鹿市内の子育て支援センター・子育て世代包括支援センター・保育園・
幼稚園・小中学校・高校の子どもたちの話題を紹介するページです

山鹿市内の子育て支援センター・子育て世代包括支援センター・保育園・
幼稚園・小中学校・高校の子どもたちの話題を紹介するページです

　本校は、教育目標に「ふるさとを愛し　豊かな心と
　確かな学力を身につけ　たくましく生き抜く生徒の
育成」を掲げ「地域と共にある学校」を目指し、昨年
度から、中学生が地域に出向く活動を復活・進化させ
ています。
　「鹿央ふるさと祭り」では、地域の一員として、当
日の運営（準備、清掃、消毒、出演、案内、イベント

手伝いなど）
の役割をいた
だきました。
販売ブース１
区画をも中学
生に任せてい
ただき「綿菓
子」を販売し
ました。
　 ３ 年 生 で
は、地域の「サ

ロン会」に参加し、城北高校の先輩たちから教えてい
ただきながら、企画・運営を行い、ニュースポーツ「モ
ルック」を一緒に楽しみました。

　また、PTA から
は、コロナ禍での
制限に苦しんだ生
徒たちに中学校で
の楽しい思い出の
１つを提供したい
という思いから「米
野岳中S

ス タ ー

tar n
ナ イ ト

ight ラ
ンタンフェステイバル」を行いました。夜空に淡い光
が浮かび上がり幻想的な雰囲気の中みんなで感動を味
わいました。生徒たちも保護者や地域の皆さんと直接
交流し、思いに触
れることを通して、
地域の担い手とし
て成長してくれる
ことと思います。
これからも地域に
愛される米野岳中
を目指し、成長し
ていきます。

米野岳中学校　☎ (36)3151

米野岳中学校データ　河田輝
てるひこ

彦校長
全校生徒　136人

Star nightランタンフェステイバル

「鹿央ふるさと祭り」で綿菓子を販売

「地域と共にある学校」を目指して

　みんな　えほん　だいすき！「たのしかったなぁ～」
　　　　　　　山鹿保育園 ☎ (43)1153

　暑さがようやく和らいできた秋の日。米田保育園
のお友達と交流する機会があり、山鹿の年長児 16 人
が米田におじゃましまし
た。最初は、初対面でぎこ
ちないあいさつをする子ど
もたちでしたが、畑で芋掘
り体験をさせてもらってい
るうちに、すっかり打ち解
けて協力し合い掘っている
姿もあり、米田と山鹿の年
長児同士で「もうちょっと
ここほってみて」「そしたら、ぼくがひっぱるけん」
と一つのお芋に夢中になって掘っていました。芋掘り
の時間もあっという間で、その後は３・４歳児さんも

加わり、じゃんけ
ん陣取りをして楽
しんでいました。
校区は違っても関
係なく、帰ると
きには「またくる
ね！　」「山鹿に
も来てね！　」と

言葉を交わし、帰り道には「あ～たのしかったなぁ～」
とつぶやく子どもたちでした。すがすがしい秋の一日
になりました。　　　　　　　　　園長　下田アイ子

　本園には月２回、移動図書館
車おれんじ号が来てくれます。
子どもたちは絵本を借りること
が大好きで、カレンダーを見な
がら「まだかな？　」と楽しみ
に待っています。最初は絵本の
扱いが荒かったり、読まずに借

りた次の日に絵本を持ってき
たりして「どうしたらいいの
かな？　」と考えることもあ
りました。そこで、多くの絵
本に出会ってほしいと思い、
借りた本を次回までに全体で
読むようにしました。すると
「ぼくがかりたほんだ」「よう
かいがでてきておもしろいよ」などの会話が見られ、
おれんじ号の人に「このほんおもしろかったよ」と話
すことも。家で何回も読んでもらったり、大好きな絵

本に出会うとその本を買って
もらったり、休日に図書館に
行きましたなどのうれしい声
も聞けています。これからも
多くの本に出会い、豊かな心
を育ててほしいと思います。 
　　　　 保育士　上妻祐

ゆ み こ

美子

じゃんけんぽん！

どれにしようかな？

えほんがたくさん♡

八玉保育園 ☎ (43)5181

ここほってみて！

ピィしてください！

地域の「サロン会」に参加した３年生
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11 問市民課　☎(43)1169

うぶごえ

お く や み

およろこび

山　鹿
　山　鹿

▲
冨田　秀𠮷さん(85)　前田　和代さん(87)

　　　　　原　美智子さん(81)　森　　憲信さん(75)
　　　　　今里ミサヲさん(98)　古閑キミコさん(102)
　米　田

▲

　村　昭治さん(84)　坂梨久美子さん(92)
　　　　　濱武　明德さん (84)　
　川　辺

▲

坂本　荒生さん(85)　髙田　牧子さん(90)
　八　幡

▲

石橋　　孝さん(68)　山下サチヨさん(92)
　平小城

▲

木村　　　さん(81)　瀬口　敏男さん(70)
　三　岳

▲

古家サエ子さん (87)　
　三　玉

▲

立山サナヱさん(99)　武藤　代子さん(91)
　　　　　坂本　敏子さん (81)
　大　道

▲

上妻　武信さん(96)　髙根　英子さん(87)
　　　　　德永智惠子さん(95)　堀江タマヨさん(93)
鹿　北
　岳　間

▲

松本　敬一さん (85)
　岩　野

▲

米島　民子さん (98)　
　広　見

▲

竹下　勝也さん(84)　酒井　澄子さん(90)

菊　鹿
　内　田

▲

渡邉ナツコさん(100)　前田ミスエさん(94)
　　　　　三浦　律夫さん (71)　
　六　郷

▲

長嶋　雅子さん(92)　横田　　巧さん(92)
　　　　　古閑キミコさん(98)　井上　照美さん(90)
　　　　　村井ヤヨイさん(86)　山品　真一さん(38)
　城　北

▲

萩尾トキエさん(86)　德永　敏男さん(91)
　　　　　坂本キヌヨさん(89)　城野　君弘さん(67)
鹿　本
　来　民

▲

大久保寛子さん(88)　大島　美明さん(86)
　　　　　川俣ナミ子さん (91)
　稲　田

▲

福田　圭起さん(90)　野津富士子さん(87)
　　　　　緒方小夜子さん (90)
　中　富

▲

坂本　サダさん(86)　櫻井　弘枝さん(100)
鹿　央
　千　田

▲

西村　幸生さん(61)　廣岡　憲子さん(89)
　　　　　富安　恒輝さん (83)　
　米野岳

▲

岡　　英男さん(93)　朝倉　　宝さん(94)
　山　内

▲

井手ミスエさん (97)

山　鹿
　山　鹿

▲

飯川　友裕さん♥矢野くるみさん
　　　　　若松　泰雅さん♥久家　郁香さん
　　　　　松井　龍斗さん♥田上　晴華さん
　八　幡

▲

鹿子木　豊さん♥津川由理奈さん　 　 　 　 　

本田　真樹さん♥大林沙矢香さん
　　　　　大島　敦也さん♥竹原　琴乃さん

※11月中の届け出のうち、本庁・市民センターで受け付けた掲載希望者分を掲載しています。

菊　鹿
　内　田

▲

坂本　千
ち

紗
さ

さん
　六　郷

▲

木下　榮
え

真
ま

さん
　城　北

▲

下岡　來
ら

夢
む

さん
鹿　本
　来　民

▲

福田　称
な

々
な

さん
　稲　田

▲

梥永和
か ず う み

侑実さん　大村　湊
みな

音
と

さん

山　鹿
　山　鹿

▲

下城　凱
か い

李
り

さん　汐﨑　円
まど

香
か

さん
　　　　　戸浦　妃

ひ

虹
いろ

さん　矢野　海
かい

翔
と

さん
　　　　　今藤　結

ゆ

楽
ら

さん　上田　和
のど

佳
か

さん
　　　　　河村　奏

か

音
のん

さん
　八　幡

▲

池田陽
ひ

向
な

翔
と

さん
　大　道

▲

若槻　　風
ふう

さん

鹿　北
　岩　野

▲

野中　泰介さん♥草野　加奈さん
　広　見

▲

栗山　正輝さん♥渡邉　彩夏さん
菊　鹿
　六　郷

▲
長野　暢恭さん♥渕上　琴美さん
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　10月29日に福井県で開催された全国高校生介護技術
コンテストに、城北高校医療福祉科の皆さんが出場し優勝
しました。報告会では、３年の西本樹

じゅ

花
はな

さんが「夢にまで見
た日本一になれてとてもうれしかったです」と笑顔を浮か
べていました。

左から長尾桃
もも

夏
か

さん（１年）、中尾桃
もも

歌
か

さん（３年）、西本さん（３年）、
佐藤美

み
空
く

さん（２年）

11
20

日本一になりました！！
第10 回全国高校生介護技術コンテスト優勝

11
27

鮮やかな黄葉に魅せられて
康
こ う

平
へ い

寺
じ

のイチョウが最盛期

　菊鹿小学校３年の小牧優
ゆう

斗
と

さんが第17回全日本小学
生ゴルフトーナメント低学年男子の部で３位に、同小
６年の村田匠

たくみ

さんが第49回熊日学童オリンピック６年
男子の部で走り幅跳び（大会新記録）と400㍍リレー
で優勝を飾りました。

左から村田さん、早田市長、小牧さん

11
22

スポーツの秋を彩りました
菊鹿小学校児童がゴルフと陸上で大活躍

11
25

子どもたちを見守り支え続けて
令和５年度熊本県青少年育成県民会議表彰

表彰を受けた虹の会代表矢野英
ひで

明
あき

さん

　「地域の子どもは、地域で、守り、育てる」を合言
葉に子どもたちの成長を支え、見守り活動を行ってい
るボランティア団体「虹の会」が、熊本県青少年育成
県民会議から表彰を受けました。多岐にわたる青少年
健全育成の取り組みが評価されての表彰となりました。

　めのだけ小学校合唱部コメットの18人が10月に開催
された本コンクールで熊日大賞グランプリと小学校の
部最優秀賞を受賞しました。報告会では５年の宮川穂

ほの

実
み

さんが「先生たちに感謝の気持ちでこれからもがん
ばります」と伝えました。

左から鈴木田咲
さ

良
ら

さん、角田治
は る

さん、早田市長、宮川さん、森拓
たく

海
み

さん（全員５年）

11
22

すてきな歌声を響かせて
熊日学生音楽コンクール合唱部門最優秀賞

　康平寺（鹿央町霜野）の
イチョウが見頃を迎え、境
内は落葉したイチョウで黄
色に染まっていました。こ
の日は県内外からたくさん
の人が訪れていて、イチョウ
の下で記念撮影をしたり、
居合わせたカメラマン同士
「どこからが一番きれいに
撮れるか」お互い教え合い
ながら撮影をして楽しんで
いました。

見頃を迎えた康平寺のイチョウ▶
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11
11

子どもたちが元気に過ごせるために
保育園職員がボランティアで清掃活動

清掃活動の様子

　「みんなで育てよう山鹿の子
たから

」をスローガンに、山
鹿市私立保育園保育研究会で保育園職員106人が資質
向上のための地域貢献活動として、子どもたちが気持
ちよく過ごせる環境につなげるための清掃活動を各園
周辺で行いました。

11
15

安心安全に生活するために
外国人技能実習生が交通安全教室に参加

自転車に乗って実技指導を受ける外国人技能実習生の皆さん

　自転車の正しい乗り方やルールを学ぶ交通安全教室
が開催され、山鹿市内で働く外国人技能実習生61人が
参加しました。仮設コースで一時停止や横断歩道の渡
り方などの実技指導を、山鹿警察署員や市の交通指導
員の皆さんから受けていました。

11
16

人権教育・啓発活動の功績をたたえて
人権擁護委員退任感謝状贈呈式

安谷さん（左から２人目）と池尻さん（左から３人目）

　安谷美
み

智
ち

子
こ

さんと池尻和
かず

則
のり

さんが10月１日に人権擁
護委員を退任されました。熊本県人権擁護委員連合会
長表彰を受賞するなど、６年間山鹿市の人権教育や啓
発活動に尽力されました。

11
17

全九州選抜代表チームのコーチとして
第41 回全日本大学９ブロック大会

平川さん（中央）と選手の皆さんで記念撮影

　山鹿市出身の平川敬
けい

二
じ

朗
ろう

さんが岡山県で開催された
準
※

硬式野球の全日本大学９ブロック大会に全九州選抜
代表のコーチとして挑み、準優勝となりました。
※準硬式球という独自のボールを使用する野球競技

11
７

ようこそ！　鳴
な る

戸
と

親方と力士の皆さん
山鹿こども園の園児たちが力士と交流

　山鹿ふるさと振興会（寺崎勇
ゆう

児
じ

会長）の主催で、鳴戸
部屋の鳴戸親方（元大関琴

ことおうしゅう

欧洲）と力士３人が山鹿こど
も園を訪れて園児たちと交流しました。力士との相撲対
戦では、大きなおすもうさんに園児たちが数人がかりで
押し出そうと奮闘したり、抱きかかえられたりとても楽
しんでいました。

▲相撲対戦での様子

◀鳴戸親方（後列中央）と力士の皆さんで記念撮影



 

投
稿
の
ペ
ー
ジ

● みんなの広場は投稿のページです。掲載を希望する人は、秘書広報課まで連絡ください。原稿締め切りは掲載月前月の１日までです。
● 紙面の都合で掲載を調整する場合があります。

 

山
鹿
で
の
暮
ら
し
を
語
り
合
う  

 「
山
鹿
に
ず
〜
っ
と
い
た
い
よ
ね
！
」

落
語
カ
フ
ェ
「
七
七
屋
山
本
堂
」

　
ま
ち
ゼ
ミ
で
の
出
来
事
。「
田
畑
に
立
っ

て
い
る
時
間
が
何
よ
り
心
穏
や
か
で
す
」

「
山
鹿
暮
ら
し
を
み
ん
な
で
語
り
合
う
場
、

楽
し
み
に
感
じ
ま
す
」
東
京
か
ら
移
住
し

農
的
暮
ら
し
を
し
て
い
る
２
人
の
言
葉
。

そ
こ
で
、
老
い
も
若
き
も
共
に
笑
っ
て
山

鹿
暮
ら
し
を
語
り
合
う
場
を
設
け
ま
し

た
。
未
来
の
山
鹿
に
一
人
一
人
の
種
を
ま

き
、
み
ん
な
で
楽
し
い
暮
ら
し
の
花
を
咲

か
せ
ま
せ
ん
か
！

●
日
時
　
１
月
21
日
㈰
　
午
後
４
時
〜

●
場
所
　
落
語
カ
フ
ェ
「
七
七
屋
山
本
堂
」

●
内
容

自
己
紹
介
、
移
住
者
の
話
、
山

　
鹿
で
の
楽
し
い
暮
ら
し
を
語
り
合
い

● 

定
員
　
10
人

●
参
加
費
　
無
料

● 

問
い
合
わ
せ
先
（
山
本
）

☎
０
９
０（
８
９
４
７
）４
９
５
０

 

美
し
い
庭
園
で

 「
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
講
座
」

ガ
ー
デ
ン
カ
フ
ェ
28

　
花
と
緑
に
囲
ま
れ
た
庭
園
で
「
や
さ
し

い
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
初
心
者
講
座
」
を
開

催
し
ま
す
。
趣
味
や
ビ
ジ
ネ
ス
で
、
イ
ン

ス
タ
グ
ラ
ム
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？
　

初
心
者
に
も
わ
か
り
や
す
く
教
え
ま
す
。

ス
マ
ホ
の
使
い
方
や
写
真
の
撮
り
方
な
ど

何
で
も
質
問
し
て
く
だ
さ
い
。
皆
さ
ん
の

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
日
時
　
１
月
13
日
㈯
　
午
後
６
時
〜

● 

場
所
　
ガ
ー
デ
ン
カ
フ
ェ
28

● 

内
容
　
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
の
初
期
設

定
、
ホ
ー
ム
画
面
の
見
方
、
写
真
の
撮

り
方
、
加
工
の
仕
方
な
ど

● 

講
師
　
久
保
田
あ
や
こ
さ
ん
（
フ
ォ
ト

デ
ザ
イ
ン
）

● 

定
員
　
５
人

● 

受
講
料
　
２
千
円

●
問
い
合
わ
せ
先
（
高
橋
）

☎
０
９
０（
２
７
２
１
）１
４
１
２

 

実
家
の
相
続
セ
ミ
ナ
ー

コ
ー
エ
イ
株
式
会
社

　
そ
の
う
ち
考
え
よ
う
と
先
延
ば
し
に
な

り
が
ち
な
相
続
の
こ
と
。
ど
ん
な
準
備
を

し
て
お
け
ば
い
い
？
　
実
家
の
相
続
を
考
え

る
上
で
お
さ
え
て
お
き
た
い
ポ
イ
ン
ト
を
凝

縮
し
て
お
伝
え
す
る
、
初
め
て
相
続
を
予

定
す
る
人
に
お
勧
め
の
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。

● 

日
時　
１
月
20
日
㈯
　
午
後
２
時
〜
４
時

● 

場
所　
コ
ー
エ
イ
不
動
産
（
菊
池
市
野

間
口
３
３
８

－

１
）
※ 

オ
ン
ラ
イ
ン
可

 

山
鹿
法
人
会

 「
公
開
講
演
会
」
開
催

山
鹿
法
人
会

　
少
し
の
知
識
と
早
期
対
応
で
、
ほ
と
ん

ど
の
「
が
ん
」
は
克
服
で
き
る
そ
う
で
す
。

放
射
線
治
療
の
第
一
人
者
が
わ
か
り
や
す

く
解
説
し
ま
す
。
一
緒
に
「
が
ん
」
対
策

勉
強
し
て
み
ま
せ
ん
か
。入
場
無
料
で
す
。

１
月
31
日
㈬
ま
で
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

● 

日
時　
２
月
10
日
㈯
　
午
後
３
時
〜

 

い
ろ
は
座
八
千
代
座
特
別
公
演

 

新
春
お
笑
い
バ
ラ
エ
ティ
ー
シ
ョ
ー

　
山
鹿
ふ
る
さ
と
コ
ン
サ
ー
ト
実
行
委
員
会

● 

日
時
　
２
月
18
日
㈰
　
午
後
１
時
開
演

（
午
後
０
時
15
分
開
場
）

　
午
前
10
時
半
か
ら
入
場
整
理
券
を
配
布

●
場
所
　
八
千
代
座
　

●
入
場
料
　
３
千
円
（
全
席
自
由
）

●
プ
ロ
グ
ラ
ム
　

　
第
１
部
　
地
域
活
性
グ
ル
ー
プ
「
ガ
ン

　
バ
お
ヨ
ネ
村
」
な
ん
ち
ゃ
っ
て
肥
後
に

　
わ
か

　
第
２
部
　
イ
ベ
ン
ト
シ
ン
ガ
ー
「
歌
屋

　
山
本
け
い
」
オ
ン
ス
テ
ー
ジ

　
第
３
部
　
お
笑
い
大
衆
演
劇
「
い
ろ
は

　
座
」
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
シ
ョ
ー

●
チ
ケ
ッ
ト
販
売
　

　
お
み
や
げ
梅
や
　
　
☎（
43
）２
２
０
５

　
桟
敷
茶
屋
　
　
　
　
☎（
44
）８
２
２
１

　
落
語
カ
フ
ェ
七
七
屋
山
本
堂

　
　
　
☎
０
９
０（
８
９
４
７
）４
９
５
０

　
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
リ
オ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎（
46
）５
５
１
１

● 

問
い
合
わ
せ
先
（
濱
田
）

 　
　
　
☎
０
７
０（
１
４
４
１
）１
７
０
５

 

楽
し
い
婚
活
パ
ー
テ
ィ
ー
に

 

参
加
し
ま
せ
ん
か

縁
結
び
の
会

● 

日
時　
１
月
27
日
㈯
　
午
後
３
時
〜

● 

場
所　
ラ
ラ
ラ
カ
フ
ェ

● 

会
費　
男
性
４
千
円
　
女
性
２
千
円

　
年
齢
不
問
で
す
。
詳
し
く
は
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

 

●
問
い
合
わ
せ
先
（
古
川
）

☎
０
９
０（
１
１
９
６
）８
７
７
８

 「
ピ
ア
ニ
カ
の
魔
術
師
」

 

八
千
代
座
公
演

　（
一
財
）
山
鹿
市
地
域
振
興
公
社

　
ピ
ア
ニ
カ
を
中
心
に
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン

や
ギ
タ
ー
、
ピ
ア
ノ
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
プ
ロ

と
し
て
活
躍
し
て
い
る
腕
利
き
の
演
奏
家

た
ち
が
参
加
し
、
子
ど
も
た
ち
が
大
好
き

な
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン(

打
楽
器)

を
使
っ

●
問
い
合
わ
せ
先
（
平
川
）

☎
０
９
６
８（
23
）７
１
０
０

● 

場
所　
富
士
ホ
テ
ル

● 

定
員
　
１
５
０
人

● 

講
師　

中
川
恵け

い
い
ち一
先

生
（
東
京
大
学
大
学

院
医
学
系
研
究
科
総
合
放
射
線
科
腫
瘍

学
講
座
　
特
任
教
授
）

●
問
い
合
わ
せ
先
（
古
川
・
田
代
）

☎（
43
）８
５
７
６ 申し込み

た
リ
ズ
ム
遊
び
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
日

常
の
音
を
再
現
す
る
コ
ー
ナ
ー
な
ど
、
五

感
で
音
楽
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
コ
ン

サ
ー
ト
で
す
。

● 

日
時
　
１
月
21
日
㈰
　
午
後
３
時
開
演

（
午
後
２
時
半
開
場
）

●
場
所
　
八
千
代
座
　

●
入
場
料
　
一
般
　
２
千
円
　

　
18
歳
以
下
　
５
０
０
円
（
全
席
自
由
）

● 

問
い
合
わ
せ
先
（
八
千
代
座
）

 

　
　
　
☎（
44
）４
０
０
４
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みんなの広場

今月の 街角Gallery
ギャラリー

パスタ＆ギャラリーポポロ（鹿校通）問 ☎ (44)4835

１月

※ 営業時間や内容が変更・中止になる場合
があります。また、チケットのお求めや
内容に関することは八千代座まで問い合わ
せください。　　　　　　問☎ (44)4004

観光協会

【見学ができない日】
上記の日、および 26日㈮午前は見学できません。
また、22日㈪～ 25 日㈭は舞台裏見学日です。
　八千代座見学
入館料  大人530円、小中学生270円　（団体割引などあり）
　「八千代座物語」～山鹿灯籠踊り定期公演～
内　容  浪曲「わさもん」上映＆山鹿灯籠踊り
日　時   13 日㈯～ 15 日㈪、20 日㈯、28 日㈰
　　　　（午前 10時半開演）
 ※ 八千代座物語の鑑賞には、別途料金が必要です。詳し
くは、山鹿温泉観光協会ホームページをご覧ください。

　八千代座見学

　「八千代座物語」～山鹿灯籠踊り定期公演～

開催日 行　事　名 時間 料金

１日㈷ 休　館　日 － －

10日㈬ 休　館　日 － －

21日㈰ ピアニカの魔術師 午後 有料

27日㈯ 八千代座映写会 15 日中 有料

｢万葉の風｣鹿央物産館（常設展示場）問 ☎ (36)3838
▶ひらおぎカルタ原画展　
　隠れた平小城の名所・史跡を再発見！　ひらおぎカル
　タ36点を展示。展示者：下田眞

しんいちろう

一郎さん（山鹿市）　
　期間：１月５日㈮～30日㈫
◉時間：午前10時～午後４時　※月曜休館

 

令
和
６
年
度
の
利
用
者
募
集

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
山
鹿
き
ぼ
う
の
家

　
山
鹿
き
ぼ
う
の
家
で
は
、山
鹿
市
か
ら

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
の
委
託
を
受

け
、
障
が
い
で
自
宅
に
引
き
こ
も
り
が
ち

な
人
が
軽
作
業
な
ど
を
行
い
、生
活
の
リ

ズ
ム
を
整
え
る
通
所
施
設
を
運
営
し
て
お

り
、令
和
６
年
度
の
利
用
者
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

● 

募
集
期
間
　
３
月
末
日
ま
で

● 

対
象
者
　
障
害
者
手
帳
、
障
害
者
自
立

支
援
医
療
費
受
給
者
証
（
精
神
通
院
）、

療
育
手
帳
な
ど
を
お
持
ち
の
人

●
募
集
人
数
　
10
人
程
度

●
利
用
料
金
　
無
料

● 

施
設
見
学
　
随
時
対
応（
山
鹿
市
古
閑
）

●
問
い
合
わ
せ
先
（
武
田
・
平
嶋
）

☎（
44
）３
９
３
８

 

吹
矢
を
体
験
し
ま
せ
ん
か

ス
ポ
ー
ツ
ウ
エ
ル
ネ
ス
吹
矢
山
鹿
中
央
支
部

　
吹
矢
式
呼
吸
法
は
、胸
式
呼
吸
と
腹
式

呼
吸
の
両
方
を
行
う
た
め
、動
脈
硬
化
の

予
防
や
冷
え
性
の
改
善
な
ど
そ
の
健
康
効

果
は
絶
大
で
す
。ぜ
ひ
一
緒
に
吹
矢
を
始

め
て
み
ま
せ
ん
か
。用
具
は
あ
り
ま
す
。

● 

練
習
日
時
　
水
曜
日

　
午
後
２
時
〜
４
時
ご
ろ
ま
で

● 

場
所
　
第
１
・
第
３
　
八
幡
公
民
館

　
第
２
・
第
４
・
第
５
　
広
見
学
習
セ
ン
タ
ー

●
体
験
料
　
１
０
０
円（
マ
ウ
ス
ピ
ー
ス
代
）

　
※
入
会
後
は
月
額
５
０
０
円
必
要

●
問
い
合
わ
せ
先
（
新に

わ羽
）

☎
０
９
０（
１
０
８
１
）８
２
１
９

 

鹿
本
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
報
告

山
鹿
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
協
議
会

鹿
本
支
部

　
令
和
５
年
11
月
19
日
、
さ
わ
や
か
な
秋

空
の
下
、
道
の
駅
水
辺
プ
ラ
ザ
か
も
と
を

ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
に
家
族
連
れ
な
ど

１
２
９
人
が
参
加
し
、
上
内
田
川
沿
い
の

コ
ー
ス
で
約
２
時
間
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を

楽
し
み
ま
し
た
。
ゴ
ー
ル
後
に
は
、
地
元

特
産
品
な
ど
の
参
加
賞
や
ラ
ッ
キ
ー
賞
を

受
け
取
り
、
喜
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

来
年
度
も
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先
（
田
中
）

☎（
46
）５
０
７
５

 

出
前
講
座
を
開
催
し
ま
す

清
浦
奎け

い

吾ご

顕
彰
会

　
本
年
は
、
県
下
初
の
総
理
大
臣
清
浦

奎
吾
伯
が
総
理
大
臣
に
就
任
さ
れ
て
か
ら

１
０
０
周
年
の
節
目
の
年
で
す
。
顕
彰
会

で
は
こ
れ
を
記
念
し
て
「
出
前
講
座
」
を

行
い
ま
す
。ご
希
望
の
人
は
連
絡
く
だ
さ
い
。

● 

問
い
合
わ
せ
先
（
三
嶋
）

☎
０
９
０（
７
５
３
６
）８
６
６
０

▶前期　三岳公民館絵画教室作品展
　有働友

ともあき

明講師の受講生が描いた四季の風景、静物など
　の水彩画、油彩画を展示。
　期間：１月６日㈯～17日㈬
▶後期　山鹿市公民館自主講座水彩画作品展
　服部秋

あきひこ

彦講師の受講生 10人が描いた風景、静物など
　の水彩画を展示。
　期間：１月18日㈭～ 31日㈬
　どちらも午前 11時半～午後６時（どちらも最終日は
　午後３時まで）毎週日曜定休
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短
　
歌

肥
後
狂
句

俳
　
句

肥
後
狂
句
や
ま
が
会
　
十
一
月
例
会

●
藤
本
白
扇
選

魅
力
的
　
泥
に
ま
み
れ
た
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム

五
十
嵐
竜
五
郎

さ
し
よ
り
　
衣
食
住
に
は
事
欠
か
ん
　
　
　
　

長
野
　
お
節

妙
な
気
分
　
背
広
着
と
っ
た
俺
一
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竹
下
　
賀
松

も
う
よ
か
　
そ
る
か
ら
先
は
言
い
な
す
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
光
　
菊
女

妙
な
気
分
　
他
人
の
悪
口
聴
き
飽
き
た
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
倉
　
和
人

●
川
上
火
男
選

ア
ベ
ッ
ク
　
日
本
の
未
来
頼
む
ば
い荒

木
又
衛
門

大
胆
不
敵
　
バ
ー
ル
で
破
壊
真
っ
昼
間

　
　
　
廣
瀬
　
一
舟

ア
ベ
ッ
ク
　
時
々
相
手
替
え
と
ら
す荒

木
ト
ン
ボ

妙
な
気
分
　
嬶か

か

が
始
め
ち
俺
誉
め
た桑

原
　
真
覚

さ
し
よ
り
　
返
事
ば
し
と
こ
怒
ら
れ
る

木
庭
野
々
花

鹿
北
か
じ
か
会
　
十
月
例
会

●
互
選
句

よ
か
っ
た
な
　
や
っ
と
秋
ら
し
ゅ
な
っ
て
来
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
本
　
臣
子

し
ょ
ん
な
か
　
一
人
暮
ら
し
も
な
れ
ま
し
た

中
島
　
絢
子

お
も
う
さ
ん
　
言
う
し
こ
言
う
て
ス
ー
ッ
と
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
木
す
み
子

新
人
俳
句
講
座

●
瀬
口
忠
一
選

豚
汁
に
や
さ
し
く
泳
ぐ
九
条
ネ
ギ
　
　
　
倉
原
　
益
子

手
に
取
り
て
葱
の
う
ま
み
を
語
り
け
り
　
富
田
よ
り
こ

葱
足
の
色
の
白
さ
に
一
目
惚
れ
　
　
　
　
中
村
　
忠
興

山
鹿
俳
句
会
　
十
二
月
例
会

●
平
川
み
ど
り
選

一
打
の
み
聞
こ
え
て
眠
る
除
夜
の
鐘
　
　
中
原
　
英
明

秋
惜
し
む
老
い
と
病
に
向
き
合
い
つ
　
　
谷
崎
　
弘
枝

シ
ク
ラ
メ
ン
鉢
ご
と
抱
い
て
始
発
か
な
　
山
村
　
恵
子

鹿
本
短
歌
会
　
　
十
一
月
詠
草

●
大
友
清
子
選

返
り
咲
き
し
枝
垂
れ
桜
の
小
さ
き
花
秋
を
気
に
入
り
長
居
し
ゐ
る
や
　
　
　
鹿
子
木
泰
子

ス
ー
パ
ー
で
原
産
地
見
れ
ば
チ
リ
ペ
ル
ー
世
界
の
国
が
近
く
に
寄
り
来
　
　
中
山
　
秀
子

青
空
を
刷
く
が
に
す
ぢ
雲
浮
か
び
ゐ
て
コ
ス
モ
ス
渡
る
風
や
は
ら
か
し
　
　
今
村
久
美
子

石
人
短
歌
会
　
　
十
一
月
詠
草

●
富
田
豊
子
選

「
が
ん
ば
れ
ば
貴
女
は
で
き
る
」
と
言
っ
た
母
ひ
と
り
思
へ
ば
月
が
輝
く
　
木
村
か
す
み

愛
嬌
を
振
り
ま
く
吾
子
と
お
買
物
　
緩
む
大
人
の
頬
と
お
財
布
　
　
　
　
　
米
原
　
秀
一

家
族
ら
の
声
の
に
ぎ
わ
う
プ
ー
ル
に
て
腰
の
高
さ
で
お
い
子
と
歩
む
　
　
　
堀
田
　
恵
美

鹿
北
短
歌
会
　
　
十
一
月
詠
草

●
渕
上
修
次
選

乱
れ
咲
く
花
野
を
行
け
ば
昼
月
の
浮
く
青
空
に
黄
蝶
舞
い
た
つ
　
　
　
　
　
貞
熊
喜
美
子

野
仏
を
す
す
き
ゆ
ら
ゆ
ら
く
す
ぐ
り
て
半
眼
開
き
の
顔
の
優
し
さ
　
　
　
　
伊
藤
　
ゑ
み

横
た
わ
る
五
十
年
の
歳
月
を
埋
め
ん
と
し
て
ビ
ー
ル
注
ぎ
足
す
　
　
　
　
　
上
田
　
義
之

菊
鹿
短
歌
会
　
　
十
一
月
詠
草

紙
飛
行
機
教
室
の
外と

に
飛
び
出
し
て
少
年
の
夢
空
を
旅
す
る
　
　
　
　
　
　
渕
上
　
修
次

●
渕
上
修
次
選

村
人
は
み
な
愛
想
よ
き
焼
肉
会
コ
ロ
ナ
の
前
を
懐
か
し
む
宵
　
　
　
　
　
　
渕
上
ヨ
シ
子

よ
ろ
ず
世
を
照
ら
す
が
ご
と
く
皓
皓
と
そ
の
満
月
を
息
呑
み
て
観
る
　
　
　
長
野
　
節
子

三
岳
短
歌
会
　
　
十
一
月
例
会

●
有
働
真
澄
選

山
畑
に
植
え
て
十
年
柚
子
の
実
の
十
個
ば
か
り
が
う
れ
し
黄
の
色
　
　
　
　
渡
辺
　
和
代

青
紫
蘇
の
自
然
そ
だ
ち
は
得え

て手
勝
手
と
こ
ろ
か
ま
は
ず
緑
が
茂
る
　
　
　
　
有
働
　
恵
子

乾
き
ゐ
し
苅か

り

田た

は
つ
か
に
濡
れ
て
ゐ
る
深
き
朝
霧
音
な
く
消
え
て
　
　
　
　
巣
山
志
津
子
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○山鹿市内各校の小学6 年生対抗！

　ピンディーズは 9月から、
山鹿市内の小学校でハンド
ボール教室を実施してきまし
た。その集大成として山鹿市
総合体育館で 8校 14 チーム
対抗の親善大会を開催！
　ピンディーズは当日、審判
などの運営をしながら各チーム
のベンチにコーチで参戦。

　ハンドボールを楽しむ小学生の皆さんの笑顔に選手たち
も元気をもらえた1日となりました！

“推
お

し ” はもう見つかった？　
リーグ前半戦を熱く盛り上げた選手たち！！

1月の
試合日程

ピンディーズと一緒に戦う
山鹿市小学生親善ハンドボール大会

　令和５年 11 月 11 日に U-12 男子チームは、
熊本県ハンドボール協会などが主催する熊日学童
オリンピックハンドボール大会に出場しました！　
　結果は、3位入賞の大健闘！
　今後も子どもたちの活躍に乞うご期待！

U-12 男子　３位入賞！

☆U-15 新メンバー、大大大募集！

　スポーツしたくてうずうずしている
そこの中学生！　あなたの身体能力を
ハンドボールに生かしませんか？

１/19㈮ 午後６時45分～　三重県鈴鹿市 １/27㈯ 午後１時半～　山鹿市総合体育館

VS三重バイオレットアイリス VS香川銀行
メタバース観戦実施！　詳しくはHPをチェック 小中学生観戦無料！　小学生ハンド体験会も！！

地元熊本出身�前田優
ゆう

選手

リーグ戦初セーブは７㍍ス
ロー

まさに守護神！　下屋奏
かな

香
こ

選手
シュート阻止率リーグトップ独走中！

勝負所の７㍍スローを決めきり
起用に応

こた

える並木梨
り

紗
さ

選手

要所に相手 D
ディフェンス

F をすり抜け
得点を重ねた谷藤悠

はるか

選手

高い打点で相手 G
ゴールキーパー

K を翻
ほん

弄
ろう

するジョン・ジイン選手
安定感のあるDFで失点を抑え、
チームの軸となる福井亜

あ

由
ゆ

美
み

選手
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詳しくは Pindys 公式 HP をチェック！▶
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藤
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※お世話になりましたおおおおおおおお世世世世世世世世世世世世世世話話話話話話話話話話話話にににににににににににになななななななりりりりりまままままままましししたたたたたお世話になりました

あ
と
が
き

♥
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
昨
年
は
快
く
取
材

を
受
け
入
れ
て
く
れ
た
皆
さ
ん

に
は
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

こ
と
し
も
広
報
や
ま
が
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
皆
さ
ん
は
、
こ
と
し
の
目
標

を
立
て
ま
し
た
か
？
　
私
は
こ

と
し
の
誕
生
日
で
30
代
に
入
る

の
で
目
標
を
「
健
康
第
一
」
に

し
ま
し
た
。
昨
年
は
風
邪
を
こ

じ
ら
せ
た
り
、
夏
に
ダ
ウ
ン
し

た
り
と
病
院
に
行
く
こ
と
が
多

く
、
ま
た
健
康
診
断
の
結
果
に

悲
鳴
が
上
が
り
ま
し
た
。
そ
れ

に
対
し
、
取
材
で
会
う
た
び
に

感
じ
る
が
ん
ば
る
学
生
の
皆
さ

ん
の
爽
や
か
さ
。
そ
し
て
肌
の

つ
や
つ
や
。
元
気
あ
ふ
れ
る
キ

ラ
キ
ラ
笑
顔
。
私
も
負
け
ず
に

元
気
い
っ
ぱ
い
な
30
代
を
駆
け

抜
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
紫
）

＊ 掲載の人名は、原則として新聞用語懇談会の取り
　決めによる漢字を使用しています（秘書広報課）

■人の動き
人口 71 人減りました 48,698 人
男性 34 人減りました 22,993 人
女性 37 人減りました 25,705 人
世帯数 2世帯減りました 21,933 世帯
～14歳 11.4 ％ 5,550 人
15歳～64歳 49.8 ％ 24,234 人
65歳～ 38.8 ％ 18,914 人

11 月末現在 (増減は前月末比 )

2024
（

令
和

6
年

）　January　
N

o.277
１

　令和５年11月23日に、旧平小城小学校で
「むかしのあそび」を子どもたちに体験して
もらうレクリエーションを開催しました。山鹿小
学校４年生の皆さんが参加し、めんこやお手玉
などを時折保護者の皆さんに教えてもらいな
がら楽しんでいました。旧平小城小学校は令
和５年３月に閉校しましたが、久しぶりに子
どもたちの笑い声が響きわたるすてきな１日と
なりました。

投稿者：平小城公民館長　松永義
よし

光
みつ

山鹿市広報部員、募集中！

読 の ひ ろ ば
市民の皆さんからの投稿欄

者

皆さんの身近な話題や気になる情報、イベン
トなど、隠れた地域の魅力を広報紙で発信し
てみませんか ?
詳しくは問い合わせください。　　　　　　
　　　　　　　　問 秘書広報課☎ (43)1110 レクリエーションの様子


